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平成２８年３月 福井県土木部都市計画課 

屋外広告物 
  規制見直しについて 
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（１）はじめに 
 

屋外広告物は、様々な情報を提供し、利便性を高める機能を有していますが、建築物

などと同じようにまちなみや自然景観を形成する重要な要素の一つでもあります。 

そのため、無秩序に広告物が設置されると良好な景観を阻害したり、落下・倒壊等に

よる事故、道路や信号機の見通しを妨げるなど、安全上の問題が発生するおそれがある

ため、福井県屋外広告物条例・施行規則等により設置場所や高さ・大きさ等を制限して

います。 
 

福井県には九頭竜川や足羽山・足羽川などに代表される多様で豊かな自然、一乗谷 

朝倉氏遺跡や熊川宿などの歴史や伝統に培われたまちなみ、人の営みが息づく田園・ 

農村風景など｢ふるさと｣を感じさせる景観が数多くあり、県民一人ひとりが「ふる  

さと」に誇りを持ち、これらの景観を守り、育てることが大切です。 

また、地域における住居・商店などの何気ない身近な風景を良好に保つことは、そこ

で暮らす人々の快適な生活や商いの魅力を高めることにもなります。 
 

福井県では、このような景観を「みんなのもの」であると考え、県民共有の財産とし

て良好な景観づくりを進め、美しいふるさと福井の景観を次代に継承します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．趣 旨 

九頭竜川（勝山市） 足羽川の桜並木（福井市） 

白壁の伝統的民家群（越前町） 内浦湾の棚田（高浜町） 
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◆ 背 景 
１） 本県を取り巻く社会情勢 

・北陸新幹線などの高速交通ネットワークの進展に伴う来県者の増加 

・福井しあわせ元気国体開催に伴う来県者の増加 

・国における観光立国の推進 （H25 年訪日外国人客数 1,000 万人突破）  

・県内観光客入込数は復調 （H26 年福井県観光客入込数 1,132 万人） 

・インターネットの重要性の高まり （携帯電話普及率 94.8％、インターネット利用率 82.8％） 

・文化、教養施設、都市公園の利用者増加によるニーズの高まり  

   ・郊外における大型店舗の増加（福井県商業振興・金融課ＨＰ）  

   ・人身事故に占める交差点事故の割合が高い（H26 年 57.1％、全国ワースト 13 位）  
 

２） 景観意識の高まり  

・全国での景観に関する意識の高まり  （H23 年 国土交通省 調査） 

・景観と屋外広告物に関する県民意識の高まり （H26 年 福井県 調査 「景観に関心がある」 82％ ） 

   ・全国の観光動向調査では、「自然風景、名所・旧跡をみる」が高い（H26 日本観光振興協会調査） 

・本県に訪れる観光客の主な目的は、「歴史・文化、自然景観」が多い(H26 福井県観光客入込数調査) 

（２）目 的 
 

本県では、平成２６年７月に舞鶴若狭自動車道「若狭さとうみハイウェイ」が全線開

通し、北陸新幹線については、平成２７年３月１４日の金沢開業や金沢・敦賀間の平成

３４年度末開業が決定されるなど、福井県を取り巻く高速交通体系が大きく進展します。 

また、平成３０年には福井しあわせ元気国体・福井しあわせ元気大会が開催される 

など、今後、全国各地からの来県者の増加が期待されます。 

こうした中、来県者の方々に福井県が誇る美しい自然や歴史、伝統などふるさと福井

の良さを満喫していただけるよう、各地域において良好な景観形成を図り、ふるさと 

福井の魅力を高めていくことが重要となります。 
 

屋外広告物は、県民にとって必要な情報入手手段のひとつであり、また、設置場所や

デザインによっては、まちの個性や魅力を高める重要な要素でもあります。 

しかし、県内における広告物の現状は、必要以上の大きさのものが過剰に設置される

など周辺景観との調和が図られず、ふるさと福井の景観を損なう原因にもなっています。 
 

県では、何よりも県民が「ふるさと」に誇りと愛着を持てるよう、良好な景観づくり

を推進するとともに安全で安心なまちづくりを進めるため、福井県屋外広告物条例・ 

施行規則等における許可基準等を見直すものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

足羽川の桜（百選 

一乗谷朝倉氏遺跡（福井市） 熊川宿（若狭町） 
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（１）屋外広告物の役割 
 

屋外広告物は、案内や目印になるなど生活に必要な情報を提供するとともに、商品や

サービス等の宣伝など経済活動にも利用されるなど、日常の様々な活動において重要な

役割を果たしています。 
 

しかし、背景となる建物やまちなみ、山々などの自然とともに、不特定多数の人の目

に入ってしまうもので、屋外広告物は「景観」として見た場合、私有物であると同時に

公共物でもあるため、皆が気持ちよく生活できるよう、周囲との調和を心がける必要が

あります。 
 

《屋外広告物とは》 
 

屋外に設置されている広告板、広告塔、のぼりや立看板などで、屋外広告物法において「常時または一定の

期間継続して、屋外で、公衆に対して表示されるもの」と定義されています（法第２条第１項）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内浦湾の棚田（百選） ２．屋外広告物条例について 

9 壁面広告 

10 独立広告板 

11 大型ビジョン 

12 突出広告 

13 アドバルーン 

14 屋上広告（広告塔） 

15 懸垂幕 

16 壁面広告 

1 電柱広告 

2 野立広告 

3 独立広告（ポールサイン） 

4 独立広告（駐車場誘導サイン） 

5 車体広告（ラッピング） 

6 消火栓付広告 

7 独立広告（ゲートサイン） 

8 壁面広告（POP サイン） 

17 貼り紙・貼り札 

18 広告旗（のぼり旗） 

19 壁面広告 

20 置看板（スタンドサイン） 

21 置看板（A 型看板） 

22 突出広告 

23 広告旗（バナー） 
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《 機能（目的）による分類 》 

屋外広告物条例では、機能や設置される目的によって、屋外広告物を次のように分類します。 
 

分類 案内広告物 自家用広告物 一般広告物 

意
義 

「次の交差点を左折すると

○○ 商店」など、店舗等へ

案内誘導を目的とするもの 

自己の店舗等の敷地において、店舗

等の名称や営業内容を表示するため

に設置されるもの 

左記以外の屋外広告物 

イ
メ
ー
ジ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 屋外広告物条例の目的 
 

「福井県屋外広告物条例・施行規則等」は、「屋外広告物法」に基づき、屋外広告物

の設置を禁止する場所や表示面積・高さなど、様々なルール（設置基準）を定めて  

います。これは、次の二つの目的によるものです。 
 

① 良好な景観の形成・風致の維持 

屋外広告物は、建築物などと同じように、景観を構成する重要な要素の一つです。

その大きさ、高さ、設置場所等によっては、良好な景観の形成に寄与することも 

あれば、景観を阻害する要因にもなってしまうものといえます。 
 

② 公衆に対する危害の防止 

屋外広告物を何らのルールなしに設置できることとなると、倒壊・落下等の事故が

発生し、公衆に対して危害が及ぶことになりかねません。また、道路（交差点）や 

信号機、道路標識の見通しを妨げると、交通安全上問題となる場合もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ

Ａの私的空間（内部）

Ａの

私有物

道路（公共物）

都市空間

（公共物）

“景観”としては

“公共物”

Ａ商店

Ａ

商

店

屋外広告物の被害は敷地外にも影響 景観として見た場合、屋外広告物は「みんなのもの」 

○○商店 

○○商店の敷地 

○○ 

商店 

○○商店 
TEL 00-0000 

○○商店 

大特価！ 

300ｍ先右折 

○○商店 ⇒ 

この先 ⇒ 

○○商店 
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（１）本県を取り巻く社会情勢 
 

① 高速交通ネットワークの進展 

平成２６年７月の舞鶴若狭自動車道「若狭さとうみハイウェイ」全線開通に  

より、嶺南地域において嶺北地域からの観光客とともに、関西、中京、北陸に加え、  

中国・四国、東海地方など、より遠方からの観光客が増加しています。 

また、平成２７年７月に予定されている京都縦貫自動車道の全線開通により、  

琵琶湖を囲み、本県と関西圏とを結ぶ大小２つのループが形成され、交通の利便性

が向上します。 

平成２７年３月に北陸新幹線が金沢まで開業し、平成３４年度には、敦賀までの

延伸が予定されています。新幹線開業により、首都圏、信越など新幹線沿線地域 

からの観光客の増加が見込まれるとともに、外国人観光客の利用も期待されます。 

中部縦貫自動車道については、平成２８年度の福井北―大野間の永平寺大野道路 

開通によって、奥越地域への観光客の増加や県内の周遊性の向上が期待されます。 
 
    【福井県から伸びる高速交通ネットワーク】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 福井しあわせ元気国体の開催 

平成３０年開催予定の福井しあわせ元気国体・福井しあわせ大会に伴い、来県者

の増加が期待されることから、県では主要駅や開会式会場、各競技会場などで来県

者のニーズに応じた観光コースの提案や隠れた観光地などを紹介できるコンシェル

ジュの養成を進めています。 

３．規制見直しの背景 

京都縦貫自動車道
(丹波～京丹波わち）
平成27年7月開通予定

舞鶴若狭自動車道
「若狭さとうみハイウェイ」

平成26年7月20日全線開通

中部縦貫自動車道

福井北 ↔ 大野
ＪＣＴ ＩＣ

平成28年度開通予定

平成27年3月14日
北陸新幹線金沢開業
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さらに、全国から訪れる多くの来県者を温かくお迎えするため、各市町や地域 

住民の方々と連携し、美化運動や花いっぱいの景観づくり、地域の宝の紹介など、 

おもてなし活動を推進していきます。 

 

③ 国における観光立国の推進 

観光は交流人口を拡大し、地域経済の活性化につながることから、次世代の成長

分野として期待されています。また、観光産業は旅行業や宿泊業、飲食業、交通 

事業といった分野だけでなく、製造業、農林水産業など幅広い分野に関連がある裾

野の広い産業であり、旅行消費による生産波及効果や雇用創出効果も期待されます。 

平成２５年に訪日外国人客数が初めて１，０００万人を突破し、平成２６年には 

１，３４１万人となりました。 

国においては、平成３２年の東京オリンピック・パラリンピックの開催に向けて、

訪日外国人旅行者数２，０００万人を目指すためのアクション・プログラムを策定

するなど、訪日外国人旅行者数は、今後、さらに増加することが期待されています。 
    
 

④ 県内観光客入込数の推移 

本県の観光客入込数については、平成２５年に３年ぶりに１，０００万人を超えて

１，０３４万人（実数）となり、平成２６年は平成に入って最多の１,１３２万人と

なっています。 

平成２５年における北陸３県の観光客入込数を比較すると、本県は石川県の約半数、

富山県の約６割と、全国各地で魅力ある観光地の創出が進められるなか、さらなる 

観光誘客が求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 H5 H10 H15 H20 H21 H22 H23 H24 Ｈ25 H20 と H25 の比較 

福井県 901 902 922 1,026 1,044 1,063 980 977 1,034 ＋８（＋０．８％） 

石川県 ２，２２８ ２,１１８ ２,１５1 ２,０７７ ２,０７２ ２,１５５ ２,０９９ ２,１０６ ２,１６３ ＋８6（＋4．1％） 

富山県 ― ― ― １,７４８ １,７７４ １,６６５ １,５６１ １,６６９ １,７８０ ＋32（＋1．8％） 

      

【訪日外国人旅行者数の推移】 

【北陸三県の観光客入込数（実数）の推移 (単位：万人)】 

（万人） 
（万人） 

673
733

835 835

679

861

622

836

1036

1341

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

（出典：日本政府観光局（JNTO））

   

平成 

（県観光振興課調べ） 

 
（注）富山県は平成 18 年まで公表していない。（出典：各県観光統計） 

【本県の観光客入込数の推移（実数）】 
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区 分 福井県 石川県 富山県 

入込数 100 万人以上の観光地数 ※1 

 
1 か所 
（東尋坊） 

 
3 か所 
（兼六園） 

（金沢 21 世紀美術館） 

（金沢城公園） 

 
3 か所 
（富岩運河環水公園） 

（道の駅「氷見」） 

（海王丸パーク） 

地域ブランド力（魅力度ランキング）※2 45 位 11 位 23 位 

外国人宿泊客数 ※3 2.8 万人 31.2 万人 12.6 万人 

 
 
⑤  情報入手手段の多様化 

カーナビゲーション、スマートフォン・携帯電話、パソコンの普及が一般世帯

において急速に広がっており、情報入手手段が多様化しています。 

平成２２年におけるカーナビゲーションの世帯保有率は全国で５１.４％であり、

北陸３県では６１.９％に上ります。 

また、平成２５年における情報通信機器の世帯保有率を見ると、全国でのパソ

コン保有率は８１.７％、携帯電話保有率は９４.８％にも上り、携帯電話を使用

する人のうち６２.６％はスマートフォンを利用しています。 

インターネットの利用率も高くなっており、全国での利用率は８２.８％、福井

県における利用率も８２.８％になっており、情報入手手段としてインターネット

の重要性が高まっています。（出典：総務省「通信利用動向調査」） 

 

《 情報発信手段の変化 》  
 

インターネット広告の普及やフリーペーパーの活用など企業等における情報発信の手段も

また多様化しており、平成２６年２月株式会社電通が発表した「2013 年日本の広告費」で

は、屋外広告物を利用した広告費は一時期、全広告費に占める割合で２５％を占めていまし

たが、現在では５％になっています。 

 

⑥  文化・教育の現状 

県内の文化・教育の現状を見てみると、芸術・文化、スポーツ活動などを重視 

して、生活の質を大切にする意識が高まっており、読書や生涯学習など文化活動や

スポーツ活動が活発化しています。このため、本県の主な文化・教養施設や都市 

公園における利用者数が多く、これらの施設へのニーズが高まっています。 
 
 

期 間 公立図書館図書貸出し数 福井ライフアカデミー入学者 地域スポーツクラブ会員 

平成２２年度 ５，２１４，２３７ 冊 １０，３２１ 人 １１，３７７ 人 

平成２３年度 ５，３２４，８８２ 冊 １０，５００ 人 １１，２３３ 人 

平成２４年度 ５，２３５，４１１ 冊 １０，６２５ 人 １１，７４０ 人 

平成２５年度 ４，９７２，０２３ 冊 １０，７２１ 人 １１，６３４ 人 

【北陸三県の主な観光関連指標の比較】 

 
※１ H25 各県観光統計  ※２ ブランド総合研究所「地域ブランド調査 2014」  ※３ 観光庁「H25 宿泊旅行統計」 

【文化・教育・スポーツの現状】 
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期 間 県立図書館 児童科学館 こども歴史文化館 福井運動公園 

平成２２年 ５５８，９６６人 １２４，０００人 ２９，３７０人 ２５０，６２３人 

平成２３年 ５３４，９９６人 １５１，０００人 ３３，１１７人 ３０５，８３５人 

平成２４年 ５４５，３３０人 １４６，０００人 ３６，３６４人 ３１３，０７５人 

平成２５年 （注）４９４，６０８人 ５６３，０００人 ５１，７５３人 ２９３，７３９人 

平成２６年 ４７３，３３７人 ５７６，０００人 ５３，２５９人 １３０，７３４人 
 

      （注）図書館リニューアル工事による減               （出典：「福井県観光入込数調査」など） 
 

【参 考】：福井運動公園など主な県営８公園の利用者数 ７９３，５７６人（平成２６年度） 

 

⑦ 郊外における大型店舗の増加 

本県では、郊外などにおける大規模小売店舗（大規模小売店舗立地法で定義する

店舗面積が１，０００㎡以上の小売店舗）の新規出店が毎年見られ、店舗数が増加

しています。 
 

年 度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

新設届の件数 １２件 ８件 ５件 ７件 ４件 

（出典：福井県商業振興・金融課ＨＰ） 

⑧ 交通安全に関する現状 

本県における交通事故の現状を分析すると、人身事故件数は減少傾向にあるもの

の、交差点における人身事故は依然として高い割合になっており、平成２６年に 

おいては全国ワースト１３位になっています。 

また、平成２６年の事故発生原因を分析すると、わき見運転などによる前方不注

意が原因となっている事故が多く、交差点周辺における安全性の確保が必要となっ

ています。 

本県は自動車の１世帯当たりの保有台数が全国１位であり、また本県への観光客

は移動手段として自動車を利用する割合が高くなっています。 

道路沿いや交差点周辺にある屋外広告物が、見通しを悪くしたり、わき見運転な

どの原因となりうることもあり、特に交通安全の観点からも検討が必要です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（福井県警察本部調べ） 

期 間 人身事故件数（件） 交差点事故件数（件） 交差点事故の割合 全国ワースト順位 

平成２２年 ３，６２４ ２，１１９ ５８．５％ ８ 位 

平成２３年 ３，４０１ ２，００１ ５８．８％ ６ 位 

平成２４年 ３，１４８ １，８５２ ５８．８％ ４ 位 

平成２５年 ２，８９３ １，６９９ ５８．７％ ６ 位 

平成２６年 ２，４１６ １，３７９ ５７．１％ １３ 位 

【文化・教育・スポーツ施設の利用推移】 

【大規模小売店舗の出店推移】 

【交差点事故の割合と推移】 
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（２） 県民の景観意識の高まり 
 

① 全国的な景観意識の高まり 

平成２３年９月に国土交通省が実施した「景観に関する意識調査」（国民１，１６

８名対象。１，００５人から回答）では、「１０年前より景観に関する意識が高まっ

た」との回答が７５％、「景観形成に関する活動に参加したい」との回答が９２.

２％、「良好な景観形成には規制・誘導が効果的」との回答が４２.７％と最も高く、

全国的に景観や屋外広告物に関する意識が高まっています。 
 

② 景観と屋外広告物に関する県民意識 

北陸新幹線の県内延伸や舞鶴若狭自動車道の全線開通など来県者の増加が期待さ

れるなかで、今後の魅力ある景観づくりに反映しようと、平成２６年３月に本県が

実施した「景観と屋外広告物に関するアンケート調査」（県民１，０００名対象。

５７９名から回答）では、景観への関心度が高く、屋外広告物の規制を強化した方

が良いという意見が８０％を超えました。 

景観を阻害している要因としては「道路沿いや田畑の広告物」や「店舗等の敷地

にある巨大な広告物」と回答された方が多く、規制を強化した方が良い地域につい

ては、「交差点周辺」や「自然・田園地域や観光地周辺」、「公園や図書館など公

共施設周辺」と回答された方の割合が高くなっています。 
 

 

 

 

 

 

（出典：平成２６年交通事故統計） 

【Ｈ26 交通事故の原因別発生数】 

【景観への関心度】 【屋外広告物の規制強化の意向】 

《景観づくりのポイント》 

北陸新幹線の県内延伸や舞鶴若狭自動車道の全線開通など、高速交通体系が大きく進展し、観

光客入込数の増加が見込まれることから、観光客が本県に求める歴史・文化、自然などを活かし

た良好な景観を形成することで「ふるさと福井」の魅力を高め、「住んでよし、訪れてもよしの

福井県」として、県民と観光客の心をつかむことが必要です。 
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（３） 観光客の景観志向の高まり 
 

①  観光の実態と志向 

平成２６年に公益社団法人日本観光振興協会が実施した「第３３回国民の観光に

関する動向調査」(１２,３８３名から回答)では、観光の主な目的として「自然・

名所などの物見や行楽」が４７.７％と高く、希望する旅行先での行動は「自然の

風景を見る」４３.１％、「名所・旧跡を見る」が３０.８％と割合が高く、観光客

の多くはその土地ならではの歴史・文化や美しい自然・景観を求めています。 

また、移動手段としては、「自家用車」が４６.８％、「ＪＲ鉄道」が３０.６％

と割合が高く、自動車や電車からの車窓を楽しむことも観光の目的の一つに繋がっ

ています。 

 

《 本県への観光目的 》 
 

平成２６年福井県観光客入込数調査によると、本県を訪れた観光客の主な目的と

して「文化・歴史」が２６.４％と最も高く、次いで「スポーツ・レクリエーショ

ン」が１７.３％、「自然」が１６.７％と割合が高く、観光客は福井県ならではの

歴史・文化、自然や景観を求めています。 

また、本県への移動手段(H25)としては、「自家用車」が６９.０％、「ＪＲ鉄

道」が１３.７％で、舞鶴若狭自動車道「若狭さとうみハイウェイ」の全線開通や中

部縦貫自動車道の整備進展により、車利用の観光客がさらに増加し、観光ルートと

なる沿道の良好な景観形成が福井県の魅力を高めるうえで重要となってきます。 

 

 

安全の確保が必要な交差点周辺 424 人 

自然・田園地域や観光地の道路沿い 288 人 

公園や図書館などの公共施設周辺 216 人 

住宅地周辺 192 人 

市街地を通る幹線道路沿い 124 人 

駅前広場周辺 99 人 

中心市街地 62 人 

その他 14 人 

無回答 5 人 

合 計 1,424 人 

 

 

 

 

 

【規制した方がよい地域】（複数回答） 

《景観づくりのポイント》 

景観や安全・安心に関する県民意識が高まっているなか、何よりも県民が「ふるさと」に誇り

を持てるよう、ふくいの優れた自然、歴史景観や田園、里地里山風景を保全し、良好な景観づく

りを推進することが重要です。 
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③  景観を活かした観光振興とまちづくり 

福井の美しい景観を県内外に発信し、ふるさとに誇りと愛着を持っていただくと

ともに、県民の財産である景観を守り育てていくことを目的として、県では平成 

２３年４月に｢福井ふるさと百景｣を選定しています。 

百景選定地において、地域が主体となってふるさとの美しい景観を守り育てる 

活動が増えており、全県的に景観保全・活用の輪が広がりつつあります。 

また、福井県が誇る美しい景観を「にっぽんのふるさとの風景」として県内外、

そして海外からの観光誘客を図るため、観光ガイドブックへの掲載や百景を活かし

た観光ツアーが企画されるなど、観光振興の素材として百景の活用が進んでいます。 

さらに、良好な景観は国民共通の資産として整備・保全を図ることが必要として、

平成１６年に景観法が制定されて以降、県内の１０市町で景観法に基づく景観計画

を策定し、地域の個性を活かした景観まちづくりを進めています。 
 

④  県都福井市の中心市街地の現状 

福井駅西口広場やシンボルロード、足羽山・足羽川など福井市の中心市街地は、 

県都の玄関口として、本県への観光客を迎え入れるための重要な拠点です。 

平成２４年９月に県が実施したアンケート調査（県内在住の成人男女２，１５３

名から回答）では、福井市中心市街地の景観や今後のあり方について、「現状の 

景観については不満である」との声が多く、今後は自然豊かな空間や歴史資源の 

保存・活用を望む声が多いため、県都における良好な景観づくりの必要性が増して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《景観づくりのポイント》 

景観や屋外広告物に関する全国的な意識の高まりや観光の実態と志向から、地域独自の景観を

楽しむことが観光の大きな目的になっています。 

経済波及効果が大きい観光は、地域活性化のキーポイントであり、地域の景観や歴史・文化を

活かし、観光客や来街者の満足度を向上させることが重要となることから、良好な景観づくりは

観光振興にとって極めて重要な要素になっています。 

 

 

【景観に関する評価】 【まちづくりに活かすべきもの】 
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（４） 県民が求める屋外広告物の姿 
 

   屋外広告物は、自社の商品やサービスの広告宣伝、店舗への案内誘導・所在地の 

目印としての機能を果たすなど、広告主である企業、お店にとって重要な情報伝達 

ツールとなっています。また、受け手である消費者や利用者にとっても、屋外広告物

が設置される場所やデザインによっては、人々の暮らしに潤いと豊かさを与え、その

まちの個性や魅力を高める重要な要素のひとつとなっています。 

一方、看板はまさしく企業、店舗の顔であり、広告主に代わってメッセージを発信

するものですが、目立つことだけを重視した過剰な広告物は、地域の景観を阻害する

うえ、企業、店舗のイメージにおいても地域住民の方々から好感を得ることは難しく、

広告主にとって必ずしも利益につながるとは言えません。 

平成２６年３月に本県が実施した「景観と屋外広告物に関するアンケート調査」 

では、県内の屋外広告物に対する印象について、「悪い、どちらかと言えば悪い」 

という意見が４１．１％と最も多くなっています。また、悪い印象を持つ理由として、

「まちが雑然として見える」、「信号機・道路標識が見えにくい」、「良好な景観を

阻害」などの意見が多く、県内の屋外広告物は、決して 好感を得ているとは言えま

せん。 

そのため、屋外広告物を設置する際は、その場所の雰囲気や周辺の自然景観、建築

物に合ったデザインや必要最小限の大きさ、高さ、掲出数にするなど、周辺景観との

調和に配慮し、地域住民からも受け入れられ、また、観光客などの来県者にも好感を

得られるような屋外広告物の設置を目指し、私たちのまちをより魅力的なものに変え、

「住んでよし、訪れてよし」と感じる景観づくりを進めることが重要です。 
 
              【県民が求める屋外広告物】 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 地域住民に快適な生活空間を提供 

・まちなみや自然景観に配慮し、地域の暮らし

に潤いと豊かさを感じることができる景観づくり

は、地域住民からも共感を得られます。 

 
屋外広告物の本来の機能 （案内誘導や目印、商品やサービスの宣伝） 

 

プラスα の【効果】が求められる 

① 周辺景観と調和した広告物 

・場所の雰囲気や周辺の自然景観、建築物との調和や統一性

に配慮したデザインとし、過度な大きさ、数の設置を避ける 

② 見やすく・読みやすくシンプルな広告物 

・消費者や利用者が必要な情報を入手しやすいよう、伝えたい

情報の特徴を絞り込み、シンプルに表現 

◆ 街や観光地の魅力を向上 

・買物客や観光客など、訪れる人々の関心を高

め、好感が得られる景観づくりは、まちの賑わ

いや観光地の魅力を高めることになります。 

プラスα の【配慮】が求められる 

《社会情勢の変化》 

・景観に関する県民意識の向上 

・観光客の景観志向の高まり 

・情報入手の多様化 

 

《広告物の役割が多様化》 

・まちなみの景観づくり 

・地域の魅力向上 
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歴史ある地域景観と調和し、まちの魅力

を向上させています（大野市七間通り） 

統一されたシンプルな木製看板が風情ある歴史的

景観を創出しています（越前市蔵の辻） 

自然景観と調和したシンプルなデザインは

品が良く好感が持てます（福井市足羽山） 

建物と調和したおしゃれなサインは来客者の関心を

高め、店舗やまちの魅力を向上させています 

（福井市大和田） 

【県内の屋外広告物に対する印象】 【印象が悪いとした理由】 
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屋外広告物を設置する際は、その場所の雰囲気や周辺の自然景観、建築物に合ったデザ 

ンや必要最小限の大きさ、高さ、掲出数にするなど、周辺景観との調和に配慮し、地域 

住民からも受け入れられ、また、観光客などの来県者にも好感を得られるような屋外広告

物の設置を目指します。 

今回の規制見直しにより、目指す屋外広告物のイメージを例として下記に示します。  
 
〇 自然・歴史・文化を活かした観光地における広告物のイメージ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 自然公園内や観光地周辺の道路沿線における広告物のイメージ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ビフォー】 【アフター】 

・歴史的まちなみなど地域の個性を活かした観光地では、伝統的な建築物や歴史的な周辺景観との調和

に配慮し、屋上広告や突出広告、広告板の設置は避け、大きさは最小限にとどめる。 

・伝統的な広告物を参考とした規模、設置位置、デザイン、素材、色彩等とし、下屋上への木製看板や

店舗入口に暖簾を設置するなど魅力的な景観を創出。 

 

・美しい海岸や山並みなどの自然風景を有する道路沿線では、周辺景観との調和を重視し、眺望景観を

妨げるような野立看板や屋上広告、突出広告や広告板の設置を避け、大きさは最小限にとどめる。 

・背景となる海、山、空と合うよう、広告物は自然素材やアースカラーの利用などによるシンプルな 

デザインとし、魅力的な景観を創出。 

 

４．規制見直しにより目指す屋外広告物のイメージ 

【ビフォー】 【アフター】 
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【ビフォー】 【アフター】 

・福井の原風景である田園や里地里山地域では、美しい山の稜線や広がりある農地の眺望景観を妨げる

ような野立看板や屋上広告、広告板の設置は避け、壁面広告を利用して大きさは最小限にとどめる。 

・背景となる田園や山並みと合うよう、広告物はできるだけ自然素材や彩度を抑えた色彩を利用して 

シンプルなデザインとし、魅力的な景観を創出。 

 

〇 田園や里地里山における広告物のイメージ 

【ビフォー】 【アフター】 

〇 都市の自然景観と調和した広告物のイメージ 

・県民に親しまれ、都市のシンボルとなっている自然景観を有する地域では、まちなみや背景となる 

桜並木、緑地などの景観に配慮して、屋上広告、突出広告、広告板の設置はできるだけ避け、壁面 

広告を利用。 

・彩度の高い色は文字部分などに限定するなどシンプルで建物と一体化したデザインとし、まちなみや

自然景観と調和した魅力的な景観を創出。 
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【ビフォー】 【アフター】 

〇 市街地等における広告物のイメージ 

・様々な店舗やサービス施設が集積する市街地等においても、周囲の建物や背景となる自然景観との 

調和を大切にし、広告物が過剰な規模・華美な色彩やデザインとならないよう配慮が必要。 

・壁面広告を活用するとともに、広告板を設置する場合は建物や街路樹の高さを超えないようにして、

まちなみとしての統一感を演出。 

・彩度の高い色は文字部分などに限定するなどシンプルで建物と一体化したデザインとし、わかりやす

く、誰もが訪れたくなる魅力的なまちなみ景観を創出。 
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（１）自然、歴史・文化資産（観光地）の景観形成 

福井県には東尋坊、三方五湖、大本山永平寺など優れた自然、歴史・文化を活かした

観光地や越前海岸など、美しい風景を有する景勝地が多数存在します。 

  しかし、「養浩館庭園」や「丸岡城」など史跡・名勝等の観光地周辺において、屋外 

広告物が観光地からの眺望景観を阻害したり、「気比の松原」など景勝地の美しい風景

や寺院などの歴史を感じさせる風景との調和が図られず、その魅力を低下させる原因と 

なっているものも見られます。 

また、優れた自然景観を有する国道３０５号などの国定公園内の道路では、野立看板

が乱雑に設置され、自然景観を阻害するなど、県民だけでなく福井の優れた自然、歴史

風景を楽しみに来る観光客のイメージダウンにも繋がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ふるさと福井の田園、里地里山の景観保全 

福井県には「福井ふるさと百景」として選定されている田園、里地里山の風景など、

ふるさと福井の原風景である美しい景観が数多く残されています。 

しかし、田園、里地里山を通る国道１５８号や県道福井加賀線などの幹線道路、観光

ルートの沿道に野立看板が乱立するなど、自然景観を阻害する原因となっています。 

また、北陸新幹線の県内延伸・開業を見据え、沿線に多数の屋外広告物の設置が想定

されることから、新幹線の車窓からの美しい田園や里地里山等の眺望景観を守るため、

早期に対策を行う必要があります。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

５．良好な景観形成に向けた課題 

丸岡城 

 
この先 

↑ 

○○商

店 

 
300m

先↑ 

○○商

店 

○○商

店 

TEL 

00-00 
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（３）まちなみ景観形成 

まちなみ景観や生活環境面においては、国道８号、嶺北縦貫線などの郊外幹線道路沿

いにおける大型店舗の増加に伴い、過剰な規模・数の自家用広告物が設置され、周囲の

建物や背景となる自然景観との調和が図られておらず、日常生活において県民が快適に

感じるまちなみ景観を創出することが求められます。 

また、「県立図書館」など文化・教養施設周辺での野立看板の増加により、快適な 

公共空間としての景観形成が図られていない場所もあります。 

都市のシンボルとなる足羽山や足羽川、西山公園などの自然景観については、都市の

景観づくりに重要な要素であり、福井県と福井市が策定した「県都デザイン戦略」や 

市町の「景観計画」に合わせ、魅力ある景観形成を推進していますが、特に屋上広告物

が「足羽川の桜並木」や「足羽山の愛宕坂」からの眺望景観の魅力を低下させる一因と

なっています。 

 

（４）景観に配慮した広告物のデザイン 

現在、「福井県屋外広告物ガイドライン」を活用して誘導を図っているものの、現行

条例では屋外広告物のデザインに関する具体的な基準がないため、彩度が高い色を使用

した屋外広告物が自然景観やまちなみ景観と調和しない事例が見受けられます。 

また、大きさや高さ、色彩が統一されていない屋外広告物が集中することで、必要な

情報提供や商品・サービス等の宣伝など本来の

機能を果たしていない屋外広告物の増加が指摘

されています。 

屋外広告物は、主に「伝わりやすいもの」、

「デザインが良いもの」、「景観の向上につな

がるもの」であることが重要となります。 

（出典：「屋外広告物の減殺効果」金沢美術工芸大学 寺井准教授） 

 

（５）交通安全の確保に向けた課題 

特に信号交差点周辺には、野立看板が設置さ

れる傾向にあり、信号機等の視認性低下やわき

見運転の原因となる恐れもあるなど交通安全確

保の観点からも課題となっています。 
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本県を取り巻く社会情勢の変化や現状を踏まえ、良好な景観形成に向けた課題に対応

するため、福井の優れた自然景観の保全に重点を置き、県内の自然、歴史・文化を活か

した観光地の魅力アップとふるさと福井の田園、里地里山などの原風景の保全、快適な

生活環境の向上を図るため、下記の５つの柱を基本方針とします。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・景観や安全・安心に関する県民意識が高まっているなか、県民が「ふるさと」に誇りを持てるよう、

良好な景観づくりを推進することが重要 

・観光客は地域独自の景観を楽しむことが大きな目的であり、経済波及効果が大きい観光は地域 

活性化のキーポイントであるため、良好な景観づくりは観光振興にとって極めて重要 

６．屋外広告物規制見直しの基本方針 

 

・高速交通体系が大きく進展する一方、現状では観光客入込数が低迷していることから、美しい  

福井の自然景観等を活かした良好な景観形成により、「ふるさと福井」の魅力を高めることは必要 

・郊外大型店舗の増加等により、まちなみ景観が大きく変化し、交差点では事故率が高いなど、  

快適なまちなみの景観形成と安全で安心な生活環境の確保が必要 

 

目指す姿：「住んでよし、訪れてもよしの福井県」 

屋外広告物における景観形成の課題解決に向け、新たな規制を導入 
 

 

本県を取り巻く社会情勢 

県民の景観意識と観光客の景観志向の高まり 

《 基本方針 》 

1 自然・歴史資産の景観保全 

２ 田園、里地里山風景の保全 

３ 公共施設の良好な景観形成 

５ 交通安全の確保 

○自然・歴史・文化を活かした魅力ある観光地の景観づくり 

・史跡、名勝等の指定区域内における規制強化 

・自然、歴史を活かした観光施設周辺を新たに規制 

・自然公園内や観光地周辺の道路沿線における新たな規制 

 

○田園や里地里山における「ふるさと福井」の景観づくり 

・観光ルートや幹線道路沿線における規制強化 

・北陸新幹線沿線を新たに規制 

○文化・教養施設にふさわしい周辺景観づくり 

・文化、教養施設などの周辺を新たに規制 

 

 
○都市のシンボルとなる景観づくり 

・足羽山や足羽川周辺などにおける規制強化 

 

○交差点周辺の規制導入による交通安全の確保 

・信号機交差点周辺を新たに規制 

 

 

 
４ 都市の良好なまちなみ景観形成 
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（１）課題と方向性 

福井県では、屋外広告物が自然景観やまちなみ景観と調和した良好な景観形成が図ら

れるよう、これまで、県内全域を許可地域とし、そのなかでも良好な景観形成が必要な

史跡・名勝等の区域内や高速道路の周辺、主要な幹線道路の田園部、駅前広場などを禁

止地域に指定するなど、一定の基準を設け屋外広告物の大きさなどを規制してきました。 

しかし、現行条例は地域特性に応じた細かな規制をしていないことと、屋外広告物の

設置基準については、他県に比べて緩いため、史跡・名勝などの周辺や美しい景勝地に

景観と調和しない屋外広告物が設置されたり、巨大な自家用広告物や過量な一般、案内

広告物などの設置が見られます。 

今回、「ふるさと福井」の景観の魅力をさらに高めるため、自然・歴史、観光地、田

園・里地里山、市街地など地域特性に応じたメリハリのある規制基準に細分化します。 

また、巨大な自家用広告物の設置や野立看板の乱立を防止するため、屋外広告物を設

置する際の許可基準を見直し、良好な景観形成および交通安全の確保を図ります。 

 

（２）主な規制見直しの内容 
 

上記の基本方針および現行条例の課題を踏まえ、新たに下記の項目について見直しを行います。 

見直し項目 見直しの内容 

○地域の景観特性に応じたメリ 

ハリのある規制に細分化 

○現行条例における規制地域を５つに細分化 

・現在の規制地域を見直し、自然・歴史、観光地、田園・里地里山、  

市街地など地域の景観特性に応じて規制基準を再設定 

・許可地域においても各種広告物の高さ、面積基準を改正 

○良好な景観形成に向け、新たな

規制を導入 

○観光地周辺の規制を導入 

・福井県を代表する観光地周辺の３００ｍ範囲を禁止地域に指定して 

良好な景観を形成 （２５箇所） 

○観光ルートにおける規制を導入 

・主要観光地などへの連絡道路等沿いの３００ｍ範囲を禁止地域に  

指定して田園景観を保全 （３３路線） 

○北陸新幹線沿線の規制を新たに導入 

・新幹線車窓からの田園景観などを保全するため、北陸新幹線の開通

前に沿線５００ｍ範囲を禁止地域に指定 

○文化、教養施設周辺の規制を導入 

・県が管理する文化・教養施設および大規模な都市公園の周辺 300ｍ

範囲を禁止地域に指定し、周辺に広がる田園景観を保全 (１６箇所) 

○都市のシンボルとなる自然景観

の保全に向け、新たな規制導入 

○足羽川、足羽山、西山公園周辺の規制を導入 

・周辺の一定区域において、眺望できる屋上広告の設置を禁止する  

など、眺望景観を保全 

○交通安全確保に向け、新たな 

規制を導入 

○信号交差点周辺の規制を導入 

・国道、県道など事故の危険性が高い、信号交差点の周囲３０範囲は、

自家用広告物以外の設置を禁止 （６１８箇所） 

７．現行条例の課題と規制内容見直しの方向性 
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福井県屋外広告物条例 規制見直しの概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 区 分 禁止地域（景観の保全が必要な地域） 許可地域（その他の地域） 

具体的地域 

① 風致地区内     ② 伝統的建造物群保存地区内 

③ 自然環境保全地域内 ④ 史跡、名勝、文化財の区域内 

⑤ 都市公園の区域内  ⑥ 図書館など公共施設の敷地内 

⑦ 駅前広場の区域内   ⑧ 低層、中高層住居専用地域 

⑨ 高速道路、自専道路の両側５００ｍ 

⑩ 主要国道、地方道等の両側３００ｍ 

商業地域、工業地域、準工業地域など禁止地域 

以外の県内全域 

自家用広告 
屋上広告 ・高さ１５ｍ （敷地内総量面積） 

・３０㎡以内 

屋上広告 ・高さ１５ｍ 

広 告 板 ・高さ２０ｍ 広 告 板 ・高さ２０ｍ ・面積１００㎡ 

案内広告 広 告 板 
・高さ１０ｍ ・面積３０㎡  

・店舗等から１路線に１㎞以内で２個まで 
広 告 板 ・高さ１０ｍ ・面積３０㎡  

一般広告 × 設置禁止 
屋上広告 ・高さ１５ｍ 

広 告 板 ・高さ１０ｍ ・面積３０㎡ 

 

現行制度の概要 

・景観特性を踏まえて現在の規制地域を５つに細分化し、地域区分に応じてメリハリがある屋外広告物規制を実施 
 
 

規制基準見直しのイメージ 

禁 止 地 域 許 可 地 域 

第１種禁止地域 第２種禁止地域 第３種禁止地域 特定制限地域 許可地域 

自然・歴史景観等を最優先に保全 観光地周辺等の魅力ある景観形成 田園や文化・教養施設等の快適な景観形成 市街地における特色ある景観形成 商業地域等における秩序ある景観形成 

     

・風致地区内 

（足羽山、足羽川、福井城址） 

・史跡、名勝、文化財の区域内 

（一乗谷朝倉氏遺跡、三方五湖など） 

・伝統的建造物群保存地区内 

（熊川宿、小浜西組） 

・自然環境保全地域内 

・都市公園の区域内 

・図書館、博物館などの敷地内 

・駅前広場の区域内 

・史跡、名勝、文化財の周囲３００ｍ 

 （ ※ 養浩館庭園、丸岡城、吉崎御坊など

県を代表する観光地の周囲） 

・国定公園内の道路や観光地周辺の道路の 

両側３００ｍ 

 （ ※ 国道３０５号、国道１６２号など） 

・高速道路、新幹線の両側５００ｍ 
 

・観光ルートの両側３００ｍ 

（ ※ 国道１５８号、国道４１６号など） 

・幹線道路の両側３００ｍ 

（ ※ 国道８号、国道２７号など） 

・都市公園、図書館などの周囲３００ｍ 

・低層、中高層住居専用地域 

・都市のシンボルとなる自然景観区域範囲 

（ ※ 足羽山・足羽川などの景観保全） 

禁止地域と特定制限地域を除く県内全域 

（商業地域、工業地域、準工業地域など） 

自家用 〇（屋上×、広告板３ｍ） 自家用 ○（屋上２ｍ、広告板５ｍ） 自家用 ○（屋上４ｍ、広告板８ｍ） 自家用 ○（屋上５ｍ、広告板８ｍ） 自家用  ○（屋上１０ｍ、広告板１０ｍ） 

案 内 × 設置禁止 案 内 ○（面積１㎡、高さ２ｍ、２個） 案 内 ○（面積３㎡、高さ４ｍ、２個） 案 内 ○（面積２０㎡、高さ８ｍ） 案 内  ○（面積３０㎡、高さ１０ｍ） 

一 般 × 設置禁止 一 般 × 設置禁止 一 般 × 設置禁止 一 般 ○（屋上５ｍ、広告板８ｍ） 一 般  ○（屋上１０ｍ、広告板１０ｍ） 

付加 ① 家屋連たん地域を廃止し、禁止地域における規制を強化 足羽山・足羽川から眺望できる屋上広告は不可 ― 

付加 ② 信号交差点の周囲３０ｍに一般および案内広告物を原則設置禁止 

 

【家屋連たん地域】 

【禁止地域 案内広告物設置基準】 

 
（禁止地域） 

 

（禁止地域） 

（普通地域）→（制限地域き

ょ） 

家屋 家屋 家屋 
20ｍ 

以内 

20ｍ 

以内 
50ｍ 

以内 

 

（許可地域） 

「家屋連たん地域」 

 

　禁止地域
（主要道路
　　　周辺）

Ａ
商店

→Ａ商店

↑Ａ商店

→ この先
左折 Ａ商店

Ａ商店が主要道路
沿いに設置できる
案内広告物は、
最寄り交差点付近
に２個まで

《 禁止地域における適用除外規定 》 

‐21

‐ 
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（１）自然・歴史・文化を活かした魅力ある観光地の景観づくり 
   

史跡・名勝等の区域内における景観保全および福井を代表する自然・歴史・文化を

活かした観光地の魅力を高めるため、観光地周辺や自然公園内の道路沿いの良好な景

観形成を図ります。 
 
 

 

 

    

 

 

 

※対象箇所の位置は別添図参照 

                      

 

◆ 史跡・名勝などの区域内における規制【第１種禁止地域】 
 

優れた自然や歴史的遺産を有する史跡・名勝等における魅力ある景観を保全するた

め、史跡・名勝、伝統的建造物群保存地区等の区域内における規制基準を見直します。 
 

○ 第１種禁止地域の対象となる主な史跡・名勝等 ： ７箇所 

一乗谷朝倉氏遺跡 （国特別史跡・名勝）、白山平泉寺旧境内 （国史跡）、旧玄成院庭園 （国名勝） 

小浜西組 （重要伝統的建造物群保存地区）、熊川宿 （重要伝統的建造物群保存地区） 

三方五湖（国名勝・美浜町）、三方五湖 （国名勝・若狭町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主要観光地（５５箇所） 

 
史跡・名勝などの区域内 ７箇所 【第１種禁止地域】 

 
観光地(施設)周辺   ２５箇所 【第２種禁止地域】 

 
観光地周辺の道路沿線  ２０箇所 【第２種禁止地域】 

 
足羽山、足羽川、西山公園周辺    ３箇所 【特定制限地域】 

【一乗谷朝倉氏遺跡の景観】 【小浜西組の景観】 

【白山平泉寺旧境内の景観】 【熊川宿の景観】 

８．規制見直しの具体的内容 

【対象箇所と規制地域の関係】 
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○ 主な規制内容 

【対 象 範 囲】 県内全ての史跡・名勝、伝統的建造物群保存地区等の区域内 

【見直し内容】 ・自家用広告物の設置基準（高さ、面積）を改正（下表参照） 

・屋上広告物の設置を禁止 
 

区 分 現 行 基 準 新基準 

自家用 

屋上広告 高さ１５ｍ 

敷地内面積 

３０㎡以内 

× 設置禁止 

総量面積 
１０㎡以内 

壁面広告 
１壁面の５分の
１以下 

１壁面の５分の
１以下 
（屋上の塔屋等に

は設置不可） 

広 告 板 高さ２０ｍ 高さ３ｍ 

案 内 広 告 板 × 設置禁止 × 設置禁止 

一 般 広 告 板 × 設置禁止 × 設置禁止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新基準】 

【史跡・名勝等区域内の規制イメージ】 

【現 行 基 準】 



- 24 - 

◆ 自然・歴史を活かした観光地周辺の規制【第２種禁止地域】 
 

ふくいを代表する自然・歴史を活かした観光地の魅力を高めるため、新たに観光地

周辺を禁止地域に指定し、屋外広告物の規制基準を見直します。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 第２種禁止地域の対象となる観光地 ： ２５箇所  ※ 対象箇所の位置は別添図参照 

・眺望景観の魅力向上を図る観光地 

〔養浩館庭園、金ヶ崎城跡、吉崎御坊、丸岡城〕 

・周辺景観の魅力向上を図る観光地 

〔気比の松原、赤レンガ倉庫、萬徳寺、明通寺、越前の里味真野苑、旧森田銀行など] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【観光地周辺の規制イメージ】 

【養浩館庭園内からの眺望景観】 【吉崎御坊からの眺望景観】 

【越前の里味真野苑の周辺景観】 【赤レンガ倉庫の周辺景観】 
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○ 主な規制内容 

【対 象 範 囲】 観光地（施設）周辺３００ｍの範囲  

【見直し内容】 広告物の設置基準（高さ、面積）を改正（下表参照） 

・養浩館庭園周辺、金ヶ崎城跡周辺、吉崎御坊周辺、丸岡城周辺は指定する  

視点場から眺望できる屋上広告物（屋上の塔屋等の壁面に設置するものを  

含む）の設置を禁止 

・一般広告物の設置を禁止、また、周辺１００ｍ範囲は案内広告の設置も禁止 
 

区 分 現 行 基 準 新基準 

自家用 

屋上広告 高さ１５ｍ 高さ２ｍ（塔型は禁止） 

総量面積 
２０㎡ 

壁面広告 １壁面の５分の１以下 １壁面の５分の１以下 

広 告 板 高さ２０ｍ 面積１００㎡ 高さ５ｍ 

案 内 広 告 板 高さ１０ｍ、面積３０㎡ 

【１枚設置の場合】 
高さ２ｍ、面積１㎡（片面） 

 
【集約化して設置の場合】 

高さ５ｍ、面積５㎡（片面） 

一 般 広 告 板 高さ１０ｍ、面積３０㎡ × 設置禁止 
 

※ 特別豪雪地帯（大野市、勝山市、旧今庄町）の案内広告物の高さは、３ｍとします。 
※ 案内広告物の設置は、１事業所当たり２個までに制限されます。 
※ 案内広告物を集約化して設置する場合、１枚当たりの面積は１㎡（片面）とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【現 行 基 準】 【新基準】 

【観光地周辺における景観改善イメージ】 
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◆ 自然公園内や観光地周辺の道路沿線における規制【第２種禁止地域】 
 

美しい海岸や山岳、渓谷などの優れた自然風景を有する自然公園内の道路や県を 

代表する景勝地、門前町などの観光地周辺の道路沿いの良好な景観形成を図るため、

新たにこれらの道路沿いを禁止地域に指定し、屋外広告物の規制基準を見直します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 第２種禁止地域の対象となる道路： ２９路線    ※対象箇所の位置は別添図参照 

・自然公園内の道路 ２３路線 
 

越前加賀海岸国定公園 国道３０５号、県道三国東尋坊芦原線、細呂木停車場北潟線など 

若狭湾国定公園  国道１６２号、県道佐田竹波敦賀線、舞鶴野原港高浜線など 

奥越高原県立自然公園  国道１５７号、国道１５８号、県道大野勝山線、県道平泉寺線など 
 

・自然、歴史景観などを活かした観光地周辺の道路 ６路線 

例）国道３６４号（大本山永平寺周辺）、国道３０３号（熊川宿周辺） 

県道鯖江美山線 （一乗谷朝倉氏遺跡の周辺） 

福井加賀線、細呂木停車場線（北潟湖の周辺）など 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【道路沿線の規制イメージ】 

300ｍ 300ｍ 

 
第２種禁止地域 

海岸部の海側は、距離に

関係なく眺望できる範囲 

眺望範囲 

【国道１６２号から若狭湾を望む】 【国道３０５号と越前海岸】 



- 27 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 主な規制内容 

【対象範囲】 指定される道路沿線の両側３００ｍ範囲 

  ただし、商業地域等（用途地域）は除く 

   海岸部の海側は、距離に関係なく眺望できる範囲 

【見直し内容】  

・広告物の設置基準（高さ、面積）を改正（下表参照） 

・国定公園内は自家用広告物の総量面積を１０㎡（＊）に制限（自然公園法を準拠） 

・一般広告物の設置を禁止 （既に禁止地域にされている道路沿いは、従前より設置禁止） 
 

区 分 現 行 基 準 新基準 

自家用 

屋上広告 高さ１５ｍ 高さ２ｍ（塔型は禁止） 

総量面積 
２０㎡ 
（＊） 

壁面広告 １壁面の５分の１以下 １壁面の５分の１以下 

広 告 板 高さ２０ｍ 面積１００㎡ 高さ５ｍ 

案 内 広 告 板 高さ１０ｍ、面積３０㎡ 

【１枚設置の場合】 
高さ２ｍ、面積１㎡（片面） 

 
【集約化して設置の場合】 

高さ５ｍ、面積５㎡（片面） 

一 般 広 告 板 高さ１０ｍ、面積３０㎡ × 設置禁止 

※ 特別豪雪地帯（大野市、勝山市、旧今庄町、池田町）の案内広告物の高さは、３ｍとします。 

※ 案内広告物の設置は、１事業所当たり２個までに制限されます。 

※ 案内広告物を集約化して設置する場合、１枚当たりの面積は１㎡（片面）とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自然公園内における景観改善イメージ】 

【現 行 基 準】 【新基準】 



- 28 - 

（２）田園や里地里山における「ふるさと福井」の景観づくり 
 

福井の原風景である田園や里地里山など、ふくいの優れた自然景観を守り、美しい

ふるさと福井の景観を次代に継承するとともに、来県者に福井の風景を満喫してもら

えるよう、北陸新幹線沿線や観光ルート、幹線道路沿いの景観を保全します。 
 

◆ 観光ルートや幹線道路における規制【第３種禁止地域】  
 

主要観光地へアクセス道路や交通量の多い幹線道路沿いの良好な景観形成を図る 

ため、これらの道路を新たに禁止地域に指定し、屋外広告物の規制基準を見直します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 第３種禁止地域の対象となる道路： ３３路線    ※対象箇所の位置は別添図参照 

・主な観光ルートや幹線道路  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主要観光地等への

連絡道路 

国道 158 号、国道 365 号、国道 416 号、国道 417 号 

県道福井加賀線、県道武生美山線、坂井丘陵フルーツラインなど 

※主要観光地：自然・歴史を活かした観光地で入込客数 10 万人以上を対象 

交通量の多い 

幹線道路 

国道 8号、国道 27 号、県道福井金津線など 

※交通量が 10,000 台／日以上 

【道路沿線の規制イメージ】 

 
300ｍ 

 
300ｍ 

 
第３種禁止地域 

 

【国道４１６号から見る田園】 【県道福井金津線の両側に広がる田園】 

【坂井丘陵フルーツラインの田園】 【国道８号沿いの田園】 
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○ 主な規制内容 

【対 象 範 囲】 指定される道路沿線の両側３００ｍ範囲（高速道路は両側 500ｍ範囲） 

  ただし、商業地域等（用途地域）は除く 

    海岸部の海側は、距離に関係なく眺望できる範囲 

【見直し内容】  

・広告物の設置基準（高さ、面積）を改正（下表参照） 

・一般広告物の設置を禁止 （既に禁止地域にされている道路沿いは、従前より設置禁止） 
 

区 分 現 行 基 準 新基準 

自家用 

屋上広告 高さ１５ｍ 高さ４ｍ（塔型は禁止） 

総量面積 
３０㎡ 

壁面広告 １壁面の５分の１以下 １壁面の５分の１以下 

広 告 板 高さ２０ｍ 面積１００㎡ 高さ８ｍ 

案 内 広 告 板 高さ１０ｍ、面積３０㎡ 

【１枚設置の場合】 
高さ４ｍ、面積３㎡ （片面） 

 
【集約化して設置の場合】 

高さ５ｍ、面積１０㎡（片面） 

一 般 広 告 板 高さ１０ｍ、面積３０㎡ × 設置禁止 

※ 案内広告物の設置は、１事業所当たり２個までに制限されます。 

※ 案内広告物を集約化して設置する場合、１枚当たりの面積は２㎡（片面）とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【観光ルートにおける景観改善イメージ】 

【現 行 基 準】 【新基準】 
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 ◆ 北陸新幹線沿線における規制 【第３種禁止地域】 
 

新幹線車窓から眺望できる「ふるさと福井」の美しい田園や里地里山景観などを 

保全するため、開業を見越して屋外広告物が乱立しないよう開業する前に北陸新幹線

沿線を新たに禁止地域に指定し、屋外広告物の設置基準を見直します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 第３種禁止地域の対象となる範囲 ： 北陸新幹線の沿線 約３０㎞区間 

    ※新幹線延長約７４㎞のうち、市街地（約１１㎞）とトンネル区間（約３３㎞）を除く 

※市街地とは都市計画法第８条に規定する第一種住居地域、第二種住居地域、準住居地域、

近隣商業地域、商業地域、準工業地域、工業地域、工業専用地域 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【北陸新幹線沿線の規制イメージ】 

【福井市を流れる九頭竜川】 【福井市に広がる田園】 

【鯖江市に広がる田園】 【越前市の日野山】 

両側 500m を禁止地域 

許可地域 

(市街地) 
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○ 主な規制内容 

【対 象 範 囲】 新幹線沿線の両側５００ｍ範囲 

【見直し内容】  

・広告物の設置基準（高さ、面積）を改正（下表参照） 

・一般広告物の設置を禁止 
 

区 分 現 行 基 準 新基準 

自家用 

屋上広告 高さ１５ｍ 高さ４ｍ（塔型は禁止） 

総量面積 
３０㎡ 

壁面広告 １壁面の５分の１以下 １壁面の５分の１以下 

広 告 板 高さ２０ｍ 面積１００㎡ 高さ８ｍ 

案 内 広 告 板 高さ１０ｍ、面積３０㎡ 

【１枚設置の場合】 
高さ４ｍ、面積３㎡ （片面） 

 
【集約化して設置の場合】 

高さ５ｍ、面積１０㎡（片面） 

一 般 広 告 板 高さ１０ｍ、面積３０㎡ × 設置禁止 

※ 案内広告物の設置は、１事業所当たり２個までに制限されます。 

※ 案内広告物を集約化して設置する場合、１枚当たりの面積は２㎡（片面）とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【北陸新幹線沿線における景観改善イメージ】 

【現 行 基 準】 【新基準】 
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（３）文化・教養施設にふさわしい周辺景観づくり 
 

文化・教養施設は、読書、生涯学習などの文化活動やスポーツ活動を楽しむ憩いの

場であり、利用する方々に快適な公共空間を提供するため、周辺の田園風景などの 

良好な景観形成を図ります。 
 

◆ 文化・教養施設周辺における規制 【第３種禁止地域】 
 

図書館や都市公園など文化・教養施設利用者に快適な公共空間を提供するため、 

新たに施設周辺を禁止地域に指定し、屋外広告物の規制基準を見直します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○ 第３種禁止地域の対象となる文化・教養施設周辺 １６箇所 

・県管理の文化・教養施設      ９施設 

・大規模な都市公園（１０ha 以上） ７施設 

文化・教養施設 

県立図書館、県立武道館、県立児童科学館 こども歴史文化館 

若狭歴史博物館、県立大学福井キャンパス 

一乗谷朝倉氏遺跡資料館、ハーモニーホールふくい、ふくい健康の森 

都市公園 

丹南総合公園、奥越ふれあい公園、トリムパークかなづ 

福井都市緑化植物園、福井市総合運動公園、敦賀市総合運動公園 

福井市東山公園 

 ※施設周辺が田園などの自然や住宅地に囲まれているなど、快適な環境を有する施設を対象 

 

 

 

 

 

 

 

【文化・教養施設周辺の規制イメージ】 

【丹南総合公園の周辺に広がる田園】 【福井県立図書館の周辺に広がる田園】 
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○ 主な規制内容 

【対 象 範 囲】 施設周辺３００ｍの範囲 

【見直し内容】  

・広告物の設置基準（高さ、面積）を改正（下表参照） 

・一般広告物の設置を禁止、また、周辺１００ｍ範囲は案内広告の設置も禁止 
 

区 分 現 行 基 準 新基準 

自家用 

屋上広告 高さ１５ｍ 高さ４ｍ（塔型は禁止） 

総量面積 
３０㎡ 

壁面広告 １壁面の５分の１以下 １壁面の５分の１以下 

広 告 板 高さ２０ｍ 面積１００㎡ 高さ８ｍ 

案 内 広 告 板 高さ１０ｍ、面積３０㎡ 

【１枚設置の場合】 
高さ４ｍ、面積３㎡ （片面） 

 
【集約化して設置の場合】 

高さ５ｍ、面積１０㎡（片面） 

一 般 広 告 板 高さ１０ｍ、面積３０㎡ × 設置禁止 

※ 案内広告物の設置は、１事業所当たり２個までに制限されます。 

※ 案内広告物を集約化して設置する場合、１枚当たりの面積は２㎡（片面）とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【文化・教養施設周辺における景観改善イメージ】 

【現 行 基 準】 【新基準】 
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≪案内看板の設置できる個数、範囲を制限≫ 
 

現在、禁止地域において案内広告物を設置 

できる個数を制限していますが、１事業所等 

が複数の道路に設置することが可能であり、 

多数の案内広告物が道路沿いに設置され、景 

観を阻害している状況が見受けられることか 

ら、規制内容を見直します。 
 
 

○ 規制見直し内容 

１）対象地域  

２種禁止地域および３種禁止地域に指定される道路 

   ２）見直し内容 

     １事業所等が設置できる案内広告物の個数を制限（下表参照） 
 

項 目 現行基準 新基準 

個 数 １事業所等ごとに、１路線につき２個以下 １事業所等ごとに２個以下 

範 囲 
案内誘導しようとする事業所等への最寄り

の交差点から１㎞以内 

案内誘導しようとする事業所等への最寄り

の交差点から１㎞以内 

※ただし、高速道路や自動車専用道路の出入口から１００ｍ以内の範囲は設置禁止 

※最寄りの交差点とは、禁止地域に指定される道路から案内しようとする事業所等までの経路が最も近くな

る交差点 

    

＜参 考＞ 効果的な屋外広告物の情報量について 
 

ドライバー向けの屋外広告物については、道路

交通の観点からも安全で読みやすいものとする工

夫が必要です。 

時速６０㎞で走行している場合、１００ｍ手前

から見えたとしても、わずか２．８秒で読み切ら

なければなりません。 

したがって、表示は必要最小限の内容とし、シ

ンボルマークなどを効果的に用いて、認識率と記

憶性を向上させる工夫が重要です。 

 

 

 

 

 

○○商店 

 

○○商

店 

 

案内看板は幹線道路の
1 ㎞範囲で２個まで 

1 ㎞範囲 

○○商

店 

 

1 ㎞範囲 

【新基準（案）イメージ】 

道路標識設置基準 

（道路標識設置基準・日本道路協会） 

自家用運転者も歩行者も、１か所に目が留まっている時間は０．２秒～０．３秒であり、

０．３秒で読み取れる文字数はおよそ１５文字であることがわかっています。 

このことから、効果的な屋外広告物の情報量は原則として、文字数を１５文字までに抑える

ことが望ましいと考えられます。 

このことを踏まえ、案内広告物の表示面積について、宮崎市では１㎡以内に、山梨県では 

２㎡以内に制限しています。（参考文献：「屋外広告のテキスト」佐藤 優、中牟田 麻弥） 
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（４）都市のシンボルとなる景観づくり  
 

県民に親しまれ、都市のシンボルとなっている自然景観を活かした魅力あるまちづく

りを推進するため、美しい眺望景観の創出など良好な景観形成を図ります。 
 

 ◆足羽山、足羽川周辺などにおける規制【特定制限地域】 
 

都市のシンボルとなっている足羽山や足羽川、西山公園からの良好な眺望景観を確保

するため、周辺を新たに特定制限地域に指定し、屋外広告物の規制基準を見直します。 
 

○ 特定制限地域の対象となる範囲 

 ・足羽山、足羽川、西山公園周辺における下記の範囲 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【足羽川・足羽山の対象範囲】 【西山公園の対象範囲】 

【足羽川左岸の桜並木①】 【足羽川左岸の桜並木②】 

【足羽山愛宕坂展望台からの眺望景観】 【西山公園の眺望景観】 

西山公園 

【凡 例】 

 ・足羽川周辺： 

 ・足羽山周辺： 

足羽山 

足羽川 
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○ 主な規制内容 ： 広告物の設置基準（高さ、面積）を改正（下表参照） 

・足羽川右岸から左岸の桜並木を越えて眺望できる屋上広告物の設置を禁止 

・足羽山の愛宕坂展望台および愛宕坂から眺望できる屋上広告物の設置を禁止 

・西山公園内から眺望できる屋上広告物の設置を禁止 

※ 屋上広告物には屋上の塔屋等の壁面に設置される広告物を含む 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 現 行 基 準 新基準 

自家用 

屋上広告 高さ１５ｍ 高さ５ｍ（塔型は禁止） 

壁面広告 １壁面の５分の１以下 １壁面の５分の１以下 

広 告 板 高さ２０ｍ 面積１００㎡ 高さ８ｍ、面積３０㎡ 

案 内 広 告 板 高さ１０ｍ、面積３０㎡ 

【１枚設置の場合】 
高さ８ｍ、面積２０㎡ 

【複数設置の場合】 
高さ８ｍ、面積２０㎡ 

一 般 

屋上広告 高さ１５ｍ 高さ５ｍ 

壁面広告 １壁面の５分の１以下 １壁面の５分の１以下 

広 告 板 高さ１０ｍ 面積３０㎡ 高さ８ｍ、面積２０㎡ 

【足羽川周辺における規制イメージ】 

【足羽川周辺における景観改善イメージ】 

【現 行 基 準】 【新基準】 
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（５）市街地等における良好な広告景観づくり 【許可地域】 

本県の屋上広告や広告板などの高さ・面積の基準は他県に比べて緩く、巨大な自家

用広告物が設置可能となっています。特に市街地の沿道に出店する大規模店舗などの

巨大な屋外広告物が周囲の建物や自然景観などと調和が図られていない傾向が見られ

ます。商業地域等においても、県民が快適に感じることのできる魅力あるまちなみ景

観を創出するため、屋外広告物の規制基準を見直します。 
 

○ 屋外広告物の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○ 許可地域の対象となる範囲 

・禁止地域と特定制限地域を除く県内全域  

（主に都市計画法上の商業地域、近隣商業地域、準工業地域など） 

 注）禁止地域における「家屋連たん」による許可地域の取扱いは廃止 
 

○ 禁止地域での規制見直し内容 

・広告物の許可基準（高さ、面積）を改正（下表参照） 
 

区 域 現 行 基 準 新 基 準 

自家用 

屋上広告 高さ１５ｍ 高さ１０ｍ （塔型は禁止） 

壁面広告 １壁面の５分の１以下 １壁面の５分の１以下 

広 告 板 高さ２０ｍ、面積１００㎡ 

高さ１０ｍ 

面積３０㎡ 

ただし、建物の延床面積が 

１千～１万㎡ 面積５０㎡ 

１万㎡ 超   面積８０㎡ 

案 内 広 告 板 高さ１０ｍ、面積３０㎡ 高さ１０ｍ、面積３０㎡ 

一 般 

屋上広告 高さ１５ｍ 高さ１０ｍ 

壁面広告 １壁面の５分の１以下 １壁面の５分の１以下 

広 告 板 高さ１０ｍ、面積３０㎡ 高さ１０ｍ、面積３０㎡ 

県道福井金津線の状況（坂井市春江町） 

・高い広告板が乱立して景観を阻害 

国道８号の状況 （福井市大和田）  

・巨大な広告板や屋上広告が乱立して景観を阻害 
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＜参 考＞ 景観に配慮している大型店の事例 

市街地の沿道では自動車向けの様々なサービス施設が数多く立地するという特徴から、それぞ

れの施設が強い印象を与えようとし、大きさと数と派手さで競う屋外広告物が立ち並び雑然とし

たまちなみになりがちですが、最近では色彩やデザインをシンプルなものとして、周辺景観にも 

配慮して屋外広告物を設置する店舗も増えています。（ ※はふるさと福井景観広告賞受賞 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【現 行 基 準】 【新基準】 

【イオンタウン金沢示野】 【パチンコ APOLLO 金沢長田店】 

【紳士服はるやま敦賀店 ※ 】 【平野純薬㈱本社（福井市）※ 】 

【市街地等における景観改善イメージ】 
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≪塔型屋上広告物の設置禁止≫ 
 

屋上広告物は、比較的規模が大きくまちなみや自然景観に与える影響が大きいもの

であり、特に屋上から突出する塔型のものは、設置される建物との調和だけでなく、

山の稜線やまちなみのスカイラインなどを乱すことになるため、許可地域を含め全て

の屋上広告物について塔型のものを設置禁止にし、設置する場合は横長のものになる 

よう規制内容を見直します。 
 

○ 規制見直し内容 

１）対象地域  

禁止地域、特定制限地域および許可地域 

※ 第１種禁止地域は屋上広告物自体が設置禁止 

   ２）見直し内容 

自家用広告物および一般広告物における屋上広告物を設置する場合、高さの  

基準を満たすことに加え、その形状は「主たる面について縦の長さを横の長さ

で除した数値が１以下（横長）」となること 

※ 案内広告物は屋上広告物の設置禁止 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜参 考＞ 塔型屋上広告物の改善事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【坂川建設株式会社（福井市）】 

 県民に親しまれ、国内外から高い評価を得ている「養浩館庭園」からの眺望景観を損なわ

ないように、塔型屋上広告物を自主的に撤去した取組みが高く評価され、「ふるさと福井 

景観広告賞 景観改善部門」を受賞しています。 
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（６）交差点周辺の良好な景観づくりと交通安全の確保  
 

屋外広告物条例の目的の１つは「公衆に対する危害の防止」であり、県民の日常生活

およびこれから増加が期待される観光客の安全・安心を確保していくことも重要です。 

現行条例では交差点の周辺に関する規制が特になく、交差点周辺に屋外広告物が乱立

し、信号機や道路標識の視認性を阻害したり、わき見運転などの原因となる恐れがある

ことから、交差点周辺における規制を見直し、良好な景観形成と交通安全の確保を図り

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 規制対象となる交差点 

・道路規模や交通量、事故発生の状況等から特に事故の危険性が高い交差点など、 

次に示す交差点のうち、信号機がある交差点を規制対象とします。 

① 国・県が事故危険交差点として選定している交差点および 

路面電車が通過する道路にある交差点（重要交差点） 

② ①の交差点のほか、以下の交差点 

・国道と国道が交差する交差点 

・国道と県道が交差する交差点 

・国道と市町道が交差する交差点 

・県道と県道が交差する交差点 

 

【信号交差点周辺の屋外広告物】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【信号交差点周辺の規制イメージ】 

○交差点から 30m 範囲内は、自家用看板

以外の一般広告、案内広告は設置禁止 

※ただし、重要交差点以外の規制対象交差

点から５００ｍ範囲内にある事業所等を

案内する広告物のみ設置可能 

福井商事 

 

 
福井店 30m 以内 

案内看板 

30m 以内 
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○ 主な規制見直し内容 

規制対象となる交差点の周囲３０ｍの範囲に、一般広告物および案内広告物の設置を

禁止します（建築物を利用して設置するものは除く）。ただし、重要交差点以外の規制対

象交差点においては、交差点から５００ｍ範囲内にある事業所等を案内する案内広告物

のみ設置可能となります。（第１種禁止地域内では設置禁止） 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参 考①＞ 道路交通法の規定 

交差点での交通安全を確保するため、道路交通法第５３条では、自動車の運転者が交差点で左折

や右折をしようとするときは、交差点の手前３０ｍの地点から方向指示器による合図をしなければ

ならないと規定されています。 

わき見、よそ見運転などにより、いったん合図を出した後に交差点付近で車線変更など当初の合

図と異なった行為をすることは極めて危険であるため、交差点の周辺では運転に集中できる環境づ

くりを図ることも重要です。 

 

＜参 考②＞ 「交通の方法に関する教則」の規定 

屋外広告物は多くの道路沿いに設置される傾向にありますが、公共空間においてもっとも守らな

ければならないことは「安全」であり、歩行者の通行や自動車交通に対して、最大限に配慮するこ

とが必要です。 

この点について、国家公安委員会が定める「交通の方法に関する教則」においても、信号や標

識・標示がよく見えないと非常に危険であるため、信号機の近くに信号と似た色のネオンサインを

設けたり、標識の近くに広告看板を設けたりしてはいけないと規定しています。 

【信号機交差点周辺の改善イメージ】 

【規制範囲】 

・規制範囲は信号機がある交差点 

の自動車用停止線から外側３０ｍ 

の地点で囲まれる範囲とします。 

 

【案内広告物の設置基準】 

第１種禁止地域内の交差点：設置禁止 

第２種、第３種禁止地域内の交差点  ：各許可基準を適用 

特定制限地域、許可地域内の交差点 ：第３種禁止地域の基準を適用 
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（７）色彩の適正化による良好な景観づくり 
 

現行条例では屋外広告物のデザインに関する具体的な基準がないため、彩度が高い色

を使用した屋外広告物が自然景観やまちなみ景観と調和しない事例も見受けられます。 

また、統一感がなく様々な色彩の屋外広告物が集中すると、景観上の問題だけでなく、

情報提供やイメージ発信など広告物の本来の機能が果たせなくなることにつながります。 

屋外広告物のデザインにおいて、色が果たす役割は重要であるため、新たに色彩に 

関する規制を導入し、良好な景観づくりを進めます。 
 

○ 高彩度の色を使用している広告物の例 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

○ 主な規制見直し内容 

・全ての屋外広告物について、色彩に関する基準を設定 

※ 広告物の色彩やデザインは地域の特性と密接に関連し、まちづくりに与える影響が大きい

ため、景観行政の主体である市町の景観計画とも連携 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高彩度の色を使用した野立看板】 

現行基準 特に景観に配慮すべき地域では広告物等の色彩、意匠等が景観と調和するものであること 

改正基準 

共通基準 上乗せ基準 

・都市景観や自然景観に調和し、周囲の景観

を阻害しない意匠や色彩にすること 

・地色に高彩度色（マンセル値による彩度 

１２以上のもの）を使用しないこと 

・蛍光および発光塗料を使用しないこと 

・高さ、表示面積、設置数、使用色を必要  

最小限にすること 

・屋外広告物を設置しようとする場所が

市町の策定する景観計画において、景

観計画区域に指定されている場合は、

景観形成基準を適合すること 

 

 

【高彩度の色を使用した自家用広告物】 

【イオンタウン金沢示野】（再掲） 【パチンコ APOLLO 金沢長田店】（再掲） 

【色彩を抑えて景観に配慮している店舗の事例】 
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【色彩規制（共通基準）】 ：地色に彩度１２以上の色彩を使用しない 

 

 

 

― ： 規制対象色彩 

出典：JIS 標準色票 
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今回の見直しによって、現在は許可を受けて適法に設置されている広告物のうち、改正

後の条例・施行規則等が施行されると、結果として新たな設置基準に適合しない広告物

（既存不適格広告物）が出てきます。こうしたものについて、基本的には一定の期間を 

経過した後に新しい基準を適用します。 

具体的には、地域特性に応じた景観形成の重要性や規制見直しによる社会的な影響を 

考慮して、下記のとおりとします。 

 

（１）既存不適格広告物の取り扱い 

○ 経過措置期間が設定されている屋外広告物 

・改正条例の施行日から経過措置期間が終了するまでに、新しい基準に適合する 

よう改善または除却を求めます。 

・経過措置期間においては、改正前の条例基準により更新許可を受けることができ

ます。 

・改正条例の施行後、変更（改造）を行う際は、経過措置期間に関わらず、新しい

基準に適合するよう改善または除却を求めます。 
 

○ 経過措置期間が設定されていない屋外広告物（許可地域） 

・改正条例の施行後、変更（改造）を行う際は、新しい基準に適合するよう改善 

または除却を求めます。 
 

○ 禁止地域の総量規制（第１種禁止地域を除く） 

・改正条例の施行前に許可を受け、適法に設置されている事業所等の自家用広告物

については、新しい基準は適用しません。 

・ただし、屋上広告、広告板などの自家用広告物の単体については、上記「経過 

措置期間が設定されている屋外広告物」と同じ取り扱いとします。 

・改正条例の施行後、変更（改造）、増設を行う際は、新しい基準、または現在の

総量面積を超えない範囲で許可を受けることができます。 
 

   ○ 屋外広告物の色彩基準 

 ・改正条例の施行後、変更（改造）を行う際は、新しい基準に適合するよう改善

または除却を求めます。 

 

 

 

 

 

 

 

９．既存広告物の経過措置について 

Ａの住所地 

Ａ壁面広告 

Ａ 

広 

告 

塔 

Ａ屋上広告 → 6年以内に新基準適合 

Ａ壁面広告 → 現基準適合（改正なし） 

Ａ広告塔  → 6年以内に新基準適合 

Ａの住所地の広告物の総量面積 → 新基準適用除外 

（Ａ屋上広告＋Ａ壁面広告＋Ａ広告塔の合計面積） 

変更（改造）、増設の際 → 新基準または現在の総量

面積を超えない 

Ａ屋上広告 
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（２）地域別における既存広告物の取り扱い（経過措置） 
 

規制地域 経過措置の内容 

第１種禁止地域 

自然・歴史景観等を最優先に

保全すべき地域 

・風致地区内 

・史跡、名勝、文化財の区域内 

・伝統的建造物群保存地区内 

・施行日から６年以内に新基準に適合 

第２種禁止地域 

観光地周辺等の魅力ある景観

形成を図る地域 

・史跡、名勝、文化財の 

周囲３００ｍ 

・国定公園内の道路や観光地 

周辺の道路の両側３００ｍ 

・施行から６年以内に新基準に適合 

・ただし、総量規制の新基準は適用除外 

第３種禁止地域 

田園や文化・教養施設等の快

適な景観形成を図る地域 

・高速道路、新幹線の 

両側５００ｍ 

・観光ルートの両側３００ｍ 

・幹線道路の両側３００ｍ 

・都市公園、図書館などの 

周囲３００ｍ 

・施行から６年以内に新基準に適合 

・ただし、総量規制の新基準は適用除外 

特定制限地域 

都市においてシンボルとなる

景観を保全すべき地域 

・足羽山、足羽川、西山公園 

の指定範囲 

・施行から６年以内に新基準に適合 

許可地域 
経済活動に配慮しながら秩序

ある景観形成を図る地域 
・広告物の変更や改造を行う際に新基準に適合 

信号交差点周辺 
交通安全の確保を最優先に 

図る場所 

・施行から６年以内に新基準に適合 

※許可地域であっても６年以内に新基準に適合 

広告物の色彩 全地域 ・広告物の変更や改造を行う際に新基準に適合 

 ※広告板および広告塔の表示内容のみの変更は、上記の「広告物の変更や改造」にはあたりません。 
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既存広告物の経過措置期間（６年間）における許可・更新のイメージ 

‐46

‐ 



- 47 - 

 

 
 
 

（１）各施策・計画との連携 
屋外広告物の規制見直しによる良好な景観形成や安全・安心の確保は、今後の観光戦

略や県都デザイン戦略、交通安全や教育・文化の振興、市町の景観まちづくりなど多様

な分野と密接に関わることから、各分野における施策や計画と連携し、県として総合的

かつ効果的な施策の推進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

○ 主な計画における屋外広告物規制の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）屋外広告物の景観改善に向けた推進体制 
福井県屋外広告物適正化推進会議を開催し、今後も情報共有を図りながら県、市町、民間

事業者・団体が連携し、説明会、講習会の開催や「ふるさと福井景観広告賞」の表彰などの

普及・啓発活動を行い、屋外広告物の適正化および景観改善を推進します。 

10．各施策との連携と推進体制 

〇 計画期間 

 ・平成２７年度から平成３１年度 

〇 主な戦略 

・恐竜王国 福井を活かした観光誘客 

・ 一乗谷朝倉氏遺跡の世界文化遺産登録 

・ 永平寺、西山公園、敦賀金ヶ崎などを「１００万人観光地」を目指して整備 

・ 北陸新幹線、舞鶴若狭自動車道、中部縦貫自動車道を活用した広域観光の推進 

・ 感動を呼ぶおもてなし環境の整備 

豊かな自然、歴史・文化を活かした観光地の魅力ある景観を創出 

田園、里地里山などふるさと福井の原風景を保全するため、建物や屋外広告物に関する 

ルールを策定 

 
 

福井県観光新戦略（平成２７年３月策定） 

県都デザイン戦略（平成２５年３月策定） 

〇 計画期間 

 ・短期：平成３０年（福井国体開催） ・中期：平成３４年（北陸新幹線敦賀開業） 

〇 主な戦略（短期） 

・足羽山、足羽川の眺望景観保全と創出を目的に建物や屋外広告物に関するルールを策定 

 ・養浩館庭園、浜町、愛宕坂周辺など歴史的な界隈において、景観誘導や無電柱化、夜間景観の 

形成等に関するルールを策定 

屋外広告物 

適正化 

 
教育・文化の振興 

 
福井県観光新戦略 

 
県都デザイン戦略 

 
交通安全の確保 

 
市町の景観計画 
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屋外広告物条例規制見直し 

 

 

添付資料 
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1 

 

 

  2   5 

  6   7 

  8 
  9 

  10 

  11 

  13 

  14 

  15 

  16 

  17 

  18 

  19 

  36 

  33 

  20 

  25 

  29 

  21 

  22 

  23 

  24 

  37   39 

  35 

  51 

  55 

  34   38 

  46 

  43 

  40 

  45 

  42 

  44 

  49

0 

  41 

  50 

  53 

  52 

新たに屋外広告物を規制する観光地および道路 

大飯高浜 IC 

小浜西 IC 

小浜 IC 上中 IC 

  48 

三方 IC 

美浜 IC 
敦賀 SIC 

敦賀 IC 

今庄 IC 

武生 IC 

鯖江 IC 

福井 IC 

福井北 IC 

８ 

丸岡 IC 

金津 IC 

上志比 IC 

勝山 IC 

大野 IC 

永平寺 IC 

大野東 IC 

下山 IC 

勝原 IC 

和泉 IC 

  32 

  31 

越

前

加

賀

海

岸

国

定

公

園 

８ 

  12 

若狭湾国定公園 

303 

162 

416 

305 

305 

158 

  1 

  2 

416 

  26 

364 

157 

27 

417 

47 

365 

365 

南条 SIC 

  54 

   28 

   27 

市町名 
番

号 
観光地名 市町名 

番

号 
観光地名 

福井市 ○1  一乗谷朝倉氏遺跡 あわら市  北潟湖畔 

○2  養浩館庭園  吉崎御坊跡 

 足羽山の桜 越前市 ○33  越前の里味真野苑 

 足羽川の桜 坂井市  東尋坊 

○5  越前海岸 ○35  雄島、越前松島、荒磯遊歩 

敦賀市 ○6  気比神宮  丸岡城 

○7  気比の松原 ○37  瀧谷寺（湊町三国） 

○8  金ケ崎宮、金ケ崎城跡  丸岡藩砲台跡 

○9  赤レンガ倉庫  旧森田銀行本店（湊町三国） 

 西浦海岸 ○40  坪川家住宅 

小浜市 ○11  若狭蘇洞門 ○41  旧岸名家（湊町三国） 

 三丁町（小浜西組） 永平寺町  大本山永平寺 

 萬徳寺 池田町  堀口家住宅 

○14  明通寺 南越前町  越前海岸 

○15  妙楽寺 越前町  越前海岸 

○16  神宮寺  相木家住宅 

○17  羽賀寺 ○47  越前陶芸村 

○18  若狭国分寺跡 美浜町  三方五湖 

大野市 ○19  越前大野城  水晶浜 

○20  大野まちなか観光 高浜町  城山公園（明鏡洞） 

 九頭竜湖  青葉山 

○22  六呂師高原 若狭町  熊川宿 

○23  荒島岳  三方五湖 

○24  九頭竜峡  若狭瓜割名水公園 

○25  真名峡・真名姫湖  常神半島 

勝山市 ○26  恐竜博物館    

 白山平泉寺旧境内 第１種  史跡・名勝区域内 7 箇所 

 旧玄成院庭園 第２種  観光地周辺規制 25 箇所 

 スキージャム勝山 第２種  道路沿いの規制 20 箇所 

鯖江市  西山公園 特 定  足羽山・足羽川・西山公園周辺規制  3 箇所 

 

  5 

  1 

  2 

  6 

  7 

  8 

  9 

  11 

  14 

  15 

  16 

  17 

  18

⑧   19 

  20 

  22 

  23 

  24 

  25 

  26 

  31 

  35 

  33 

  37 

  32 

  36 

  40 

  41 

  46 

  38 

  42 

  45 
  44 

  47 

  43 

  53 
  52

3 

  48 

  51 

  49 

  55 

  50 

   

   

   

 

  54 

  10 

  12 

  13 

  21 

  29 

 

  34 

  39 

3 

4 

30 

   
   

28 

27 

4 

30 

4 

3 

3 

凡例 

      自然公園内または観光地周辺道路 【第２種禁止地域】 

      観光ルート、幹線道路 【第３種禁止地域】 

      北陸新幹線 【第３種禁止地域】 

高速道路・自動車専用道路 【第３種禁止地域】 

有料道路（２区間） 【第２種禁止地域】 

     

※商業地域等（用途地域）は除く 

   ※大野市内の規制は、大野市屋外広告物条例で改正予定 

添付資料 １ 
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参考資料① 

※  ゴシックは基準の見直し箇所 

 

添付資料 ２ 

参考資料① 

福井県屋外広告物条例・施行規則等 許可基準改正 一覧表 

特定制限地域 許可地域

個別基準 総量規制 個別基準 総量規制 個別基準 総量規制 個別基準 個別基準

屋上広告 × 設置禁止 ・建物の高さの２分の１以下、かつ２ｍ以下 ・建物の高さの２分の１以下、かつ４ｍ以下 ・建物の高さの２分の１以下、かつ５ｍ以下 ・建物の高さの３分の２以下、かつ１０ｍ以下

壁面広告
・１壁面の５分の１以下
　（屋上の塔屋等には設置不可）

・１壁面の５分の１以下 ・１壁面の５分の１以下 ・１壁面の５分の１以下 ・１壁面の５分の１以下

広告板・
広告塔

・高さ３ｍ以下 ・高さ５ｍ以下 ・高さ８ｍ以下 ・高さ８ｍ以下、面積３０㎡以下

・高さ１０ｍ以下、面積３０㎡以下
 ただし、延べ面積が１千～１万㎡は５０㎡以下
 １万㎡ 超は８０㎡以下

突出広告
・道路敷地への突出し１ｍ以下
・壁面の上端から突出しない

・道路敷地への突出し１ｍ以下
・壁面の上端から突出しない

・道路敷地への突出し１ｍ以下
・壁面の上端から突出しない

・道路敷地への突出し１ｍ以下
・壁面の上端から突出しない

・道路敷地への突出し１ｍ以下
・壁面の上端から突出しない

はり札
のぼり
立看板

・高さ３ｍ以下
・表示面は縦２ｍ以下、横１ｍ以下
・相互間距離は高さの２倍以上

・高さ３ｍ以下
・表示面は縦２ｍ以下、横１ｍ以下
・相互間距離は高さの２倍以上

・高さ３ｍ以下
・表示面は縦２ｍ以下、横１ｍ以下
・相互間距離は高さの２倍以上

・高さ３ｍ以下
・表示面は縦２ｍ以下、横１ｍ以下
・相互間距離は高さの２倍以上

・高さ３ｍ以下
・表示面は縦２ｍ以下、横１ｍ以下
・相互間距離は高さの２倍以上

広告板・
広告塔

【１枚設置の場合】
　・高さ２ｍ以下、面積１㎡以下
　　ただし、特別豪雪地帯は高さ３ｍ以下
【集約化して設置の場合】
　・高さ５ｍ以下、面積５㎡以下

【１枚設置の場合】
　・高さ４ｍ以下、面積３㎡以下
【集約化して設置の場合】
　・高さ５ｍ以下、面積１０㎡以下

・高さ８ｍ以下、面積２０㎡以下 ・高さ１０ｍ以下、面積３０㎡以下

電柱広告
（突出型）

・表示面は縦１．２ｍ以下、横０．６ｍ以下
・電柱１本につき１個

・表示面は縦１．２ｍ以下、横０．６ｍ以下
・電柱１本につき１個

・表示面は縦１．２ｍ以下、横０．６ｍ以下
・電柱１本につき１個

・表示面は縦１．２ｍ以下、横０．６ｍ以下
・電柱１本につき１個

電柱広告
（巻付型）

・地面から下端までの高さ１ｍ以上
・表示面は横１ｍ以下
・電柱１本につき１個

・地面から下端までの高さ１ｍ以上
・表示面は横１ｍ以下
・電柱１本につき１個

・地面から下端までの高さ１ｍ以上
・表示面は横１ｍ以下
・電柱１本につき１個

・地面から下端までの高さ１ｍ以上
・表示面は横１ｍ以下
・電柱１本につき１個

立看板
・高さ３ｍ以下
・表示面は縦２ｍ以下、横１ｍ以下
・相互間距離は高さの２倍以上

・高さ３ｍ以下
・表示面は縦２ｍ以下、横１ｍ以下
・相互間距離は高さの２倍以上

・高さ３ｍ以下
・表示面は縦２ｍ以下、横１ｍ以下
・相互間距離は高さの２倍以上

・高さ３ｍ以下
・表示面は縦２ｍ以下、横１ｍ以下
・相互間距離は高さの２倍以上

壁面広告
・１壁面の５分の１以下
　（屋上の塔屋等には設置不可）

・１壁面の５分の１以下

屋上広告 ・建物の高さの２分の１以下、かつ５ｍ以下 ・建物の高さの３分の２以下、かつ１０ｍ以下

壁面広告
・１壁面の５分の１以下
　（屋上の塔屋等には設置不可）

・１壁面の５分の１以下

広告板・
広告塔

・高さ８ｍ以下、面積２０㎡以下 ・高さ１０ｍ以下、面積３０㎡以下

突出広告
・道路敷地への突出し１ｍ以下
・壁面の上端から突出しない
・１壁面につき３個以下

・道路敷地への突出し１ｍ以下
・壁面の上端から突出しない
・１壁面につき３個以下

広告幕
・面積３０㎡以下
・道路上空を横断する場合は縦１ｍ以下

・面積３０㎡以下
・道路上空を横断する場合は縦１ｍ以下

電柱広告
（突出型）

・表示面は縦１．２ｍ以下、横０．６ｍ以下
・電柱１本につき１個

・表示面は縦１．２ｍ以下、横０．６ｍ以下
・電柱１本につき１個

電柱広告
（巻付型）

・地面から下端までの高さ１ｍ以上
・表示面は横１ｍ以下
・電柱１本につき１個

・地面から下端までの高さ１ｍ以上
・表示面は横１ｍ以下
・電柱１本につき１個

はり札
のぼり
立看板

・高さ３ｍ以下
・表示面は縦２ｍ以下、横１ｍ以下
・相互間距離は高さの２倍以上

・高さ３ｍ以下
・表示面は縦２ｍ以下、横１ｍ以下
・相互間距離は高さの２倍以上

・足羽川右岸から左岸の桜並木を超えて眺望できる屋上広告を設置禁止
・足羽山の愛宕坂および愛宕坂展望台から眺望できる屋上広告を設置禁止
・西山公園内から眺望できる屋上広告は設置禁止
・塔型形状の屋上広告は設置禁止
　※ 屋上広告物には屋上の塔屋等の壁面に設置される広告物を含む

・塔型形状の屋上広告は設置禁止

特定制限地域に指定した区域が優先 ―

― ―

地域区分

数値基準

× 設置禁止

× 設置禁止

× 設置禁止

× 設置禁止

× 設置禁止

× 設置禁止

× 設置禁止

案
内
広
告
物

留意事項

× 設置禁止

× 設置禁止

× 設置禁止

× 設置禁止

一
般
広
告
物

× 設置禁止

× 設置禁止

× 設置禁止

・第１種禁止地域と第２種禁止地域が重複する場合は、
　第１種禁止地域を優先
・三方五湖の区域のみ
　第１種禁止地域と第２種禁止地域が重複する場合は、
  第２種禁止地域を適用
・第２種禁止地域と第３種禁止地域が重複する場合は、
　第２種禁止地域を優先

商業地域等 禁止地域から除外しない（道路沿線は禁止地域から除外）

―

付加基準

× 設置禁止

禁止地域から除外

・主要観光地２５箇所の周辺１００ｍは案内広告物を設置禁止
・養浩館庭園、金ヶ崎城跡、吉崎御坊、丸岡城の周辺３００ｍ
  は眺望できる屋上広告物（屋上の塔屋等の壁面に設置する
　ものを含む）を設置禁止
・塔型形状の屋上広告は設置禁止

× 設置禁止

・他の禁止地域と重複する場合は、
　第１種禁止地域を優先
・三方五湖の区域のみ
　第１種禁止地域と第２種禁止地域が重複
　する場合は、第２種禁止地域を適用

・第１種禁止地域と第３種禁止地域が重複する場合は、
　第１種禁止地域を優先
・第２種禁止地域と第３種禁止地域が重複する場合は、
　第２種禁止地域を優先

× 設置禁止

× 設置禁止

× 設置禁止

禁止地域から除外しない

× 設置禁止

× 設置禁止

・文化・教養施設１６箇所の周辺１００ｍは案内広告物
  を設置禁止
・塔型形状の屋上広告は設置禁止

× 設置禁止

―

× 設置禁止× 設置禁止

信号交差点の周囲３０ｍは一般広告物および案内広告物を設置禁止（商業地域等でも適用除外としない） ただし、重要交差点以外は、５００ｍ範囲内にある事業所等を案内する広告物は設置可能

× 設置禁止

× 設置禁止

× 設置禁止

・広告物等の位置、形状、大きさ、材料、色彩、意匠等が周囲の景観と調和する　　　・広告物等の裏面、側面、脚部等の広告物を表示しない部分についても塗装その他の装飾がなされたもの　　　・地色にマンセル値による彩度１２以上のものを使用しない
・蛍光、発光または反射を伴う塗料等を使用しない　　　・電飾設備を有するものにあっては昼間においても美観を損なわない　　　　・容易に腐朽し、または破損しない材料を使用したもの
・風雨、地震、衝撃等により容易に破損し、倒壊し、または落下するおそれのないもの　　　・景観法第8条第2項第1号に規定する景観計画区域において、色彩は同法第8条第2項第4号に基づき定められた事項に適合

第２種禁止地域 第３種禁止地域

１敷地
２０㎡以下

（国定公園内）
１敷地

１０㎡以下

第１種禁止地域

× 設置禁止

共通基準

１敷地
３０㎡以下

自
家
用
広
告
物

１敷地
１０㎡以下

× 設置禁止

１事業所
１㎞以内
２個まで

× 設置禁止

１事業所
１㎞以内
２個まで

× 設置禁止
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屋外広告物 参考資料 
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地域独自の景観を楽しむことが観光の大きな目的になっていることから、全国各地で 

良好な景観形成が進められており、その結果として個店やまちの魅力が高まり、地価上昇

や観光交流人口の増加など効果を生んでいます。 

福井県観光新戦略における施策として、屋外広告物の規制を見直し、県内各地で観光地

などを中心として良好な景観を形成することにより、「ふるさと福井」の魅力を高め、 

観光客や来街者の満足度を向上させることで、観光客入込数や観光消費額の向上につなが

ります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他の事例】 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

参考１．規制見直しにより期待される効果 

事例１：京都「ローソン八坂神社前店」 

コンビニエンスストア業界のローソンは、地域との関わりや景観に対して積極的な取り組みを行っ

ています。 

その中でも、京都市の八坂神社前店は、京都ならでは歴史的景観を守るための規制が実施される 

なか、独自のデザインによる店舗づくりをしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（平成２０年度 京都市優良屋外広告物賞 最優秀賞） 
 

立地条件、話題性などにより、全国のローソン全店舗のなかで第２位の売り上げを誇ると言われて

おり、地域と積極的につながる企業姿勢が高く評価されています。 

まちの魅力向上につながる屋外広告物が増えることで、地域全体の魅力が高まり、来街者が増える

ことで、地域経済の振興にもつながります。 

 

【ローソンみなとみらい（横浜市）】 【ローソン御池笹屋町店（京都市）】 
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事例２：松山市ロープウェイ街 

松山市ロープウェイ街では、地域の特性に応じた個性的なデザインを目指し、沿道の屋外広告物の

統一化などまちなみ修景に取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

ビフォー（取組前）              アフター（取組後） 
 

歩道幅員を拡大する道路空間の再配分とともに景観改善を進めた結果、整備前に比べ歩行者交通

量が約３．５倍に増加しました。 

（平成１５年：約２，０００人 → 平成１９年：約７，１００人） 

また、平成１９年地価公示では、商業地としては全国でもトップクラスの地価上昇率１２．６％を

示し、地価にも良い影響を生んでいます（全国平均：２．３％、地方都市平均：△２．８％）。 
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事例３：伊勢市おはらい町 

伊勢市おはらい町では、平成元年に「伊勢市まちなみ保存条例」を制定し、地域特有の歴史的な 

まちなみをさらに発展させるよう、屋外広告物の改善や伝統的家屋の再現・維持、無電柱化や道路 

舗装の美装化を実施し、美しいまちなみを形成しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビフォー（取組前）             アフター（取組後） 
 

取組前と取組後では印象が大きく違います。景観改善の結果、観光客数は平成４年から平成１８年

にかけて約１０倍に増加しました（平成４年：３５万人 → 平成１８年：３５６万人）。 

また、近隣商業地域の地価が下落している中、おはらい町の地価は横ばいを維持しており、地価に

も良い影響を生んでいます。 
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（１）広告主団体へのアンケート調査結果 

〇 調査期間 ： 平成２６年１１月から平成２７年１月 

〇 調査団体 ： １０団体（１，５５７名） 

福井商工会議所、福井県医師会 

福井県中小企業団体中央会、福井県商工会連合会  

小浜商工会議所、敦賀商工会議所 

武生商工会議所、鯖江商工会議所 

勝山商工会議所、ＪＡ福井県中央会 

〇 回 答 数 ： ６４２名（回答率 ４１．２％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【屋外広告物の規制を強化する必要性】 【屋外広告物規制見直しの方向性】 

【具体的な規制見直し内容の妥当性】 

参考２．規制見直しに対するアンケート調査（意見交換） 
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【既存不適格広告物に関する意見（８８件）】 

〇 補助制度の創設要望（３３件） 

 ・条例改正により撤去や改修が必要となる広告物については補助制度が必要 

 ・自家用の屋上広告や広告板は大型のものが多いため、改修に対して十分な補助が必要 

〇 早期是正の要望（２９件） 

 ・福井国体までなどできるだけ早く改修や撤去を進めて、景観を改善すべき 

 ・野立看板について早期に改善すべき。特に交差点周辺は優先して改善して欲しい 

〇 ６年以内の是正に賛同（２１件） 

 ・経過措置期間の６年以内に新基準に適合するよう改修や撤去をすべき 

〇 是正措置の緩和要望（５件） 

 ・自家用広告物については厳密な期間を設けず、変更や改善をする際に新基準に適合させれ

ば良いと思う 

【屋外広告物規制の見直しに賛同する意見（１００件）】 

・良好な景観づくりを推進し、福井県を全国にＰＲするためには屋外広告物規制の見直し 

が必要 

・交通安全確保の観点から、交差点周辺の屋外広告物はしっかり規制すべき 

・屋外広告物の色彩も景観に関する重要な要素なので、色彩の規制も考えるべき 

・カーナビやインターネットが普及しており、屋外広告物に頼りすぎないまちづくりを進 

めるべき 

 

【屋外広告物規制の見直しに慎重な意見（１３件）】 

・中心市街地や郊外の市街地ではにぎわい創出や経済活動の観点から規制を強化すべきでは 

ない 

・屋外広告物は道案内や目印の役割を果たすため、必要なものは設置を認めるべきである 

・屋外広告物の規制強化により経済活動に影響がでる恐れがある 

・店舗の存在を認識されるためにはできるだけ大きな広告物を設置することが必要 
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（２）屋外広告業者へのアンケート調査結果 

 

〇 調査期間 ： 平成２７年１月２８日から平成２７年２月２０日 

〇 調査団体 ： 屋外広告業 登録業者 ４５９社（県内２１６社、県外２４３社） 

〇 回 答 数 ： １０２名（県内６６社、県外３６社、回答率 ２２．２％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【屋外広告物の規制を強化する必要性】 【屋外広告物規制見直しの方向性】 

【具体的な規制見直し内容の妥当性】 
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【既存不適格広告物に関する意見（２５件）】 

〇 補助制度の創設要望（９件） 

 ・条例改正により撤去や改修が必要となる広告物については補助制度が必要 

 ・自家用の屋上広告や広告板は大型のものが多いため、改修に対して十分な補助が必要 

〇 早期是正の要望（５件） 

 ・福井国体までなどできるだけ早く改修や撤去を進めて、景観を改善すべき 

 ・野立看板について早期に改善すべき。特に交差点周辺は優先して改善して欲しい 

〇 ６年以内の是正に賛同（７件） 

 ・経過措置期間の６年以内に新基準に適合するよう改修や撤去をすべき 

〇 是正措置の緩和要望（４件） 

 ・厳密な期間を設けず、変更や改善をする際に新基準に適合させれば良いと思う 

 ・特に自家用広告物は営業上必要であるため、厳密な期限を決めないで欲しい 

【屋外広告物規制の見直しに賛同する意見（１０件）】 

・目立てば良いと考えている看板が多すぎる。規制強化とともにデザイン誘導も必要 

・地域、場所に応じた規制を検討し、広告物の高さや大きさを統一すべき 

・京都市を参考にして、広告物の色彩や照明広告の規制も考えるべき 

・勝山市には補助金制度があり改善が進んでいる、交差点周辺は安全性確保から早期に規制 

すべき 

 

【屋外広告物規制の見直しに慎重な意見（９件）】 

・自家用広告物の規制強化は経済活動への支障が懸念される 

・屋外広告物だけでなく、景観に影響がある建築物や電柱など他の要素も含めて検討すべき 

・屋外広告物は道案内や目印の役割を果たすため、必要なものは設置を認めるべきである 

・交差点周辺規制をはじめとする野立看板の規制強化は野立看板業者にとって死活問題である 

【屋外広告物規制の見直しに慎重な意見（９件）】 

・自家用広告物の規制強化は経済活動への支障が懸念される 

・屋外広告物だけでなく、景観に影響がある建築物や電柱など他の要素も含めて検討すべき 

・屋外広告物は道案内や目印の役割を果たすため、必要なものは設置を認めるべきである 

・交差点周辺規制をはじめとする野立看板の規制強化は野立看板業者にとって厳しい内容 

である 
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日 時 等 名 称 内 容 

平成２６年３月５日～ 

 平成２６年３月２０日 

景観と屋外広告物に関する県民 

アンケート調査 
福井県民１，０００名を対象に実施 

平成２６年４月１３日 
福井県屋外広告美術協同組合との 

意見交換（理事会） 

屋外広告物規制の見直し方針について

意見交換 

平成２６年５月２９日 第１回 福井県屋外広告物審議会 屋外広告物規制の見直し方針を審議 

平成２６年９月１２日 
福井県屋外広告美術協同組合との 

意見交換（理事会） 

屋外広告物規制の見直しに関する課題

と対応案について意見交換 

平成２６年９月２４日 
ふくい屋外広告景観フォーラム 

２０１４ 

屋外広告物のあり方についてワーク 

ショップ等を実施 

平成２６年１０月１０日 第２回 福井県屋外広告物審議会 
屋外広告物規制の見直しに関する課題

と対応案について審議 

平成２６年１０月２８日 第３回 福井県屋外広告物審議会 屋外広告物規制の見直し手続きを審議 

平成２６年１１月６日～ 

 平成２７年１月３０日 
広告主団体へのアンケート調査 

商工会議所や県医師会など１０団体

１，５５７名を対象に実施 

平成２６年１１月２１日 ＪＡ福井県中央会との意見交換 １８名参加 

平成２６年１１月２７日 福井商工会議所との意見交換 ３４名参加 

平成２６年１２月８日 
福井県中小企業団体中央会との 

意見交換 
８名 

平成２６年１２月１５日 福井県商工会連合会との意見交換 ２０名参加 

平成２６年１２月１６日 小浜商工会議所との意見交換 ２３名参加 

平成２７年１月１６日 鯖江商工会議所との意見交換 ３２名参加 

平成２７年１月１９日 勝山商工会議所との意見交換 ２３名参加 

平成２７年１月２０日 武生商工会議所との意見交換 ３３名参加 

平成２７年１月２８日 
福井県屋外広告美術協同組合との 

意見交換（理事会） 

屋外広告物規制見直しの数値基準案に

ついて意見交換 

平成２７年１月２８日～ 

 平成２７年２月２０日 
屋外広告業者へのアンケート調査 

屋外広告業登録業者４５９社を対象

に実施 

平成２７年２月１３日 
屋外広告業登録業者４５９社を 

対象とした説明会 
４２名参加 

平成２７年２月１７日 第４回 福井県屋外広告物審議会 
屋外広告物規制見直しの数値基準案に

ついて審議 

平成２７年２月２２日 
福井県屋外広告美術協同組合との 

意見交換（総会） 

屋外広告物規制見直しの数値基準案に

ついて意見交換 

平成２７年３月２４日 第５回 福井県屋外広告物審議会 
屋外広告物規制見直し案の策定につい

て審議 

参考３．屋外広告物規制見直し 策定経緯 
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日 時 等 名 称 内 容 

平成２７年４月３０日 福井県屋外広告物審議会から答申 
屋外広告物条例等の見直し（案）に対

する意見を答申 

平成２７年６月１２日 大野市広告美術組合との意見交換 ４名参加 

平成２７年６月２３日 
福井県屋外広告美術協同組合との 

意見交換（理事会） 
屋外広告物規制内容について意見交換 

平成２７年７月１５日 
福井県屋外広告美術協同組合との 

意見交換（理事長、副理事長） 
屋外広告物規制内容について意見交換 

平成２７年７月１６日～ 

平成２７年７月２９日 
県民パブリックコメント 広く県民の意見を募集 

平成２７年８月１０日 第１回 福井県屋外広告物審議会 
パブコメ結果を踏まえた見直し（案）

を審議 

平成２７年９月１０日～ 

     １０月２２日 
広告主団体へのアンケート調査 

交差点規制に関し、商工会議所など５

団体４４０名を対象に実施 

平成２７年１０月５日 福井県商工会連合会との意見交換 ２２名参加 

平成２７年１０月５日 小浜商工会議所との意見交換 １６名参加 

平成２７年１０月５日 
福井県屋外広告美術協同組合との 

意見交換（理事会） 

パブコメ結果を踏まえた見直し（案）

について意見交換 

平成２７年１０月９日 第２回 福井県屋外広告物審議会 
パブコメ結果を踏まえた見直し（案）

を審議 

平成２７年１０月１３日 
屋外広告業登録業者４５９社を 

対象とした説明会 
３９名参加 

平成２７年１０月１６日 福井商工会議所との意見交換 ３８名参加 

平成２７年１０月２０日 武生商工会議所との意見交換 ３１名参加 

平成２７年１０月２０日 大野市広告美術組合との意見交換 ８名参加 

平成２７年１０月２７日 第３回 福井県屋外広告物審議会 
パブコメ結果を踏まえた見直し（案）

を審議 
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